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＜史料館だより＞

戦前、深江にあった菅原酒造場の昭和13年

の風景。大正期に大阪から移ってきた酒造

12月

業者

だったことが、今回の調査で判明した。しかし戦

時中

在を

には蔵を売って深江から撤退したらしく、存

知っている人もごくわずかになった。
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大
正
期
か
ら
昭
和
中
期
ま
で
深
江
永
江
町
（
現
深
江
本
町
一
丁
目
）
に
住
ん
だ

医
師
黒
田
賢
二
氏
と
次
男
緋
平
氏
が
撮
影
し
た
ア
ル
バ
ム
を
、
緋
平
氏
の
娘
の
福

田
憲
子
さ
ん
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た
。

賢
二
氏
は
栃
木
県
の
出
身
で
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
大
阪
大
学
医
学
部
の

前
身
に
な
る
府
立
高
等
医
学
校
を
卒
業
、
大
阪
市
西
区
九
条
で
福
田
医
院
を
開
業

し
た
。
憲
子
さ
ん
は
深
江
に
生
ま
れ
中
学
ま
で
こ
の
地
で
生
活
し
た
。
現
在
は
相

生
市
に
居
住
し
て
い
る
。

賢
二
氏
の
写
真
は
、
玄
人
は
だ
し
で
、
人
物
の
肖
像
写
真
よ
り
も
風
景
写
真
を

好
ん
で
題
材
に
し
て
い
る
。
撮
影
年
月
日
を
記
載
し
て
い
る
の
が
重
要
で
、
失
わ

れ
た
戦
前
の
深
江
の
風
景
を
復
元
す
る
重
要
な
写
真
で
あ
る
。
今
後
検
討
を
加
え

順
次
紹
介
し
て
い
き
た
い
。
一
回
目
は
戦
前
の
菅
原
酒
造
場
で
あ
る
。

幕
末
か
ら
の
深
江
の
酒
造
業
を
少
し
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。
深
江
で
も
酒
造

は
江
戸
後
期
に
盛
ん
に
な
り
、
幕
末
の
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
は
十
人
の
酒

造
家
が
い
た
（
「
本
庄
村
史
』
）
。
明
治
初
年
に
最
盛
期
を
迎
え
た
が
、
足
踏
み
に
よ

る
精
米
が
中
心
で
純
白
と
な
ら
な
い
た
め
芳
醇
さ
に
欠
け
、
東
京
で
の
評
価
を
落

と
し
、
地
回
り
へ
の
出
荷
が
中
心
に
な
っ
た
。
酒
造
税
の
増
加
も
あ
っ
て
廃
業
が

相
次
ぎ
、
『
武
庫
郡
誌
』
に
よ
れ
ば
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
当
時
の
深
江
の
酒

造
業
は
魚
崎
の
松
尾
仁
兵
術
の
出
造
り
の
ほ
か
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
永
田
亀
吉

と
、
大
正
二
年
創
業
の
菅
原
酒
造
場
の
三
軒
だ
け
に
な
っ
て
い
た
。

深
江
の
菅
原
酒
造
場
に
つ
い
て

福
田
賢
二
氏
撮
影
の
ア
ル
バ
ム
か
ら
（
１
）

史
料
館
艮
大
国
正
美

評ミ
澱 さ

て
福
田
賢
二
氏
の
撮
影
し
た
写
真
の
中
に
「
昭
和
十
三
年
十
二
月
」
と
記
入

さ
れ
た
二
枚
の
酒
蔵
の
写
真
が
あ
る
。
湯
気
の
立
つ
桶
に
は
「
菅
原
」
と
い
う
焼

印
が
押
さ
れ
て
い
て
、
菅
原
酒
造
場
の
風
景
写
真
だ
と
判
明
す
る
（
表
紙
写
真
）
。

菅
原
酒
造
場
は
、
事
業
主
菅
原
幸
助
、
大
正
八
年
当
時
蔵
数
一
、
銘
柄
「
菅
梅
」
、

査
定
石
高
四
二
五
石
の
小
規
模
な
酒
造
家
だ
っ
た
（
『
武
庫
郡
誌
』
）
。
昭
和
十
二
年

（
一
九
三
七
）
に
は
銘
柄
は
「
菅
王
」
と
な
っ
て
い
る
（
東
京
交
通
社
発
行
「
大
日

本
職
業
別
明
細
図
」
五
一
三
号
）
。
酒
蔵
の
位
置
は
字
磯
島
、
札
場
通
に
面
し
た
角

地
に
あ
り
、
現
在
の
深
江
南
町
四
丁
目
一
○
番
二
五
号
に
あ
た
る
（
図
１
）
。
磯
野

吉
蔵
氏
の
記
憶
に
よ
れ
ば
冬
だ
け
の
醸
造
だ
っ
た
。

『
本
庄
村
史
」
に
よ
れ
ば
昭
和
三
年
版
・
同
六
年
版
～
同
十
一
年
版
、
同
十
三

厳
■

￥
．
馨
ワ
－
Ｊ

刺
昭
Ｌ
畠

＃I‘： :鞄』罰

▼亀

I:1%蚤浄竃
・
零

妾
毒

職濯冨恩
昭和13年12月深江酒倉

六
年
版
～
同
十
一
年
版
、
同
十
三

年
版
・
同
十
四
年
版
の
『
兵
庫
県

工
場
一
覧
』
で
営
業
が
確
認
さ
れ

ブ
（
》
○

し
か
し
『
兵
庫
県
工
場
一
覧
』

で
は
大
正
二
年
十
一
月
事
業
開
始

と
あ
る
も
の
の
、
大
正
期
の
こ
と

は
未
詳
だ
っ
た
。
今
回
『
日
本
全地図の右端に菅原酒造場

－2－
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国
商
工
人
名
録
』
（
国
会
図
書
館
所
蔵
）
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
大
正
三
年
版
・
同
五

年
版
・
同
八
年
版
で
は
大
阪
市
北
区
綿
屋
町
の
酒
造
業
者
と
し
て
見
え
る
が
深
江

の
酒
造
業
者
に
は
人
名
が
な
い
。
一
方
、
同
十
年
版
・
十
四
年
版
で
は
大
阪
市
の

酒
造
業
者
に
は
見
え
な
い
が
深
江
の
酒
造
業
者
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
さ
ら
に

昭
和
十
八
年
一
月
の
『
兵
庫
職
酒
造
組
合
聯
合
曾
々
員
名
簿
』
に
「
菅
王
」
の
銘

柄
の
酒
造
家
と
し
て
「
菅
原
幸
助
」
、
住
所
は
「
大
阪
市
北
区
綿
屋
町
」
、
電
話
は

「
大
阪
堀
川
七
五
八
」
と
し
て
搭
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
す
ぐ
近
く
で

二
○
一
四
年
一
月
か
ら
、
「
切
手
か
ら
見
る
五
○
年

前
の
日
本
」
と
い
う
企
画
展
示
を
行
っ
て
い
る
。
展

示
さ
れ
て
い
る
切
手
は
、
当
館
主
事
で
あ
る
阿
部
英

子
氏
よ
り
二
○
一
三
年
九
月
に
寄
贈
さ
れ
た
切
手
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
で
あ
る
。
阿
部
氏
の
切
手
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
切
手
ブ
ー
ム
が
起
き
た
昭
和
三
十

年
代
か
ら
昭
和
四
十
年
代
を
中
心
に
、
約
三
十
年
間

に
わ
た
り
収
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

今
回
は
そ
の
中
で
も
、
高
度
経
済
成
長
期
の
日
本

を
象
徴
す
る
記
念
切
手
が
多
数
発
行
さ
れ
た
一
九
六
四

年
に
焦
点
を
当
て
た
。
同
年
に
発
行
さ
れ
た
記
念
切

「
切
手
か
ら
見
る
五
○
年
前

の
日
本
」
の
展
示

史
料
館
研
究
員
有
吉
康
徳

手
は
、
定
期
的
に
発
行
さ
れ
る
切
手
、
シ
リ
ー
ズ
の

切
手
を
除
く
と
七
種
類
存
在
す
る
。
こ
の
う
ち
国
内

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
関
す
る
も
の
と
し
て
「
首
都
高

速
道
路
開
通
」
、
「
東
海
道
新
幹
線
開
通
」
、
「
八
郎
潟

干
陸
式
」
の
記
念
切
手
が
あ
る
。
ま
た
戦
後
国
際
社

会
へ
の
復
帰
を
果
た
し
、
存
在
感
を
増
し
て
い
く
様

子
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
し
て
、
「
太
平
洋
横
断
ケ
ー
ブ

ル
開
通
」
、
「
国
際
通
貨
基
金
・
国
際
復
興
開
発
銀
行

東
京
総
会
」
、
「
第
一
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
」

の
記
念
切
手
が
あ
る
。
そ
の
他
に
発
行
さ
れ
た
記
念

切
手
は
、
今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
軍
師
官
兵
衛
に
も
関

わ
り
の
深
い
「
姫
路
城
修
理
完
成
」
で
あ
る
。

今
回
展
示
は
し
て
い
な
い
が
、
昨
年
発
行
さ
れ
た

記
念
切
手
は
一
九
六
四
年
と
は
大
き
く
様
相
が
異
な

る
。
「
消
防
団
一
二
○
年
」
、
「
日
本
ス
イ
ス
国
交
樹
立

五
○
周
年
」
等
組
織
設
立
や
国
交
樹
立
か
ら
何
周
年

を
記
念
す
る
も
の
が
大
多
数
と
な
っ
て
お
り
、
切
手

酒
販
売
店
を
営
む
畠
信
也
さ
ん
（
昭
和
二
年
生
）
に
よ
る
と
終
戦
間
際
は
、
す
で

に
酒
蔵
は
譲
渡
さ
れ
、
戦
闘
機
紫
電
改
な
ど
を
製
造
し
て
い
た
川
西
航
空
機
甲
南

製
作
所
（
現
・
新
明
和
工
業
）
の
部
品
の
疎
開
先
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
い
う
。

以
上
、
菅
原
酒
造
場
は
大
正
二
年
十
一
月
、
大
阪
市
北
区
綿
屋
町
で
事
業
を
始

め
、
大
正
九
年
ご
ろ
に
大
阪
か
ら
深
江
に
進
出
、
昭
和
十
八
年
ご
ろ
ま
で
酒
造
を

続
け
た
。
た
だ
自
宅
は
綿
屋
町
の
ま
ま
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

か
ら
も
社
会
が
成
熟
し
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
切
手
を
見
る
際
に
は
、
図
柄
の
美
し

さ
だ
け
で
は
な
く
、
発
行
さ
れ
た
当
時
の
世
相
を
反

映
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
て
頂
き
た
い
。

右端が1964年の東京オリンピックの競技日程表。切

手は武道館・駒沢体育館・代々木競技場・国立競技

場・聖火台を図柄にしたもの。壁面には東海道新幹

線の開業当時と現在の比較もある。
l■凸一一

|i，L正.．,"‘‐----_。－J｜
~丑……季唾心唾……浄子…雷rや一一瓦一"好一一コ三

切手展示
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深
江
塾
で
は
昭
和
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
半
ば
、
深
江
の
小
学
生
を
中
心
と
し

た
子
供
の
遊
び
を
聞
き
取
り
や
記
憶
に
基
づ
い
て
ま
と
め
た
。
全
国
的
に
共
通
し
た

部
分
も
あ
る
が
、
当
時
の
遊
び
の
深
江
独
自
の
ル
ー
ル
、
遊
ぶ
場
所
、
技
術
の
再
現

や
、
盛
衰
の
時
期
な
ど
に
重
点
を
置
い
た
。

遊
び
の
代
表
は
男
の
子
で
は
「
ラ
ム
ネ
」
「
ベ
ッ
タ
ン
」
「
パ
イ
」
で
あ
る
。
こ
の

三
つ
の
遊
び
は
、
昭
和
三
十
年
代
半
ば
を
境
に
し
て
ぶ
つ
つ
り
と
そ
の
姿
を
消
し
た
。

そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
町
か
ら
「
路
地
」
「
原
っ
ぱ
」
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

二
つ
目
は
、
テ
レ
ビ
の
普
及
、
塾
通
い
、
お
稽
古
ご
と
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
生
活
環
境
の
変
化
で
あ
る
。
遊
び
の
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
、
ル
ー
ル
、
技
術
な
ど

も
ほ
と
ん
ど
が
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

一
方
、
女
の
子
の
遊
び
に
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
「
縄
眺
び
一
「
ゴ
ム
眺

昭
和
時
代
深
江
の
子
供
の
遊
び

写真1鞠つき（昭和i20年代末、

桑原加代子さん提供）

の
と
し
て
「
縄
跳
び
」
「
ゴ
ム
跳

び
」
「
鞠
つ
き
」
（
写
真
１
）
で

あ
る
。
こ
の
遊
び
は
日
常
的
に

は
見
る
事
は
な
く
な
っ
た
が
、
形

を
若
干
変
え
て
運
動
会
な
ど
学

校
行
事
の
中
で
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

１
、
深
江
の
主
な
遊
び

ラ
ム
ネ

道
具
は
清
涼
飲
料
水
の
「
ラ

深

江

塾

ム
ネ
」
の
ピ
ン
に
入
っ
て
い
る
ガ
ラ
ス
球
で
あ
る
。
一
般
に
は
「
ビ
ー
玉
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
深
江
で
ビ
ー
玉
と
い
う
子
は
い
な
か
っ
た
。
遊
び
に
は
「
さ
ん
か
く

（
三
角
）
」
、
「
カ
メ
（
亀
）
」
「
に
ぎ
り
ん
（
握
り
）
」
「
ホ
ー
ル
（
穴
）
」
が
あ
っ
た
。
深

江
で
は
特
に
「
さ
ん
か
く
」
を
「
ベ
ー
キ
ン
」
、
「
ホ
ー
ル
」
を
「
ポ
リ
」
と
い
っ
た
。

ラ
ム
ネ
遊
び
は
「
ダ
ー
チ
ン
し
よ
う
か
」
と
の
呼
び
か
け
で
始
ま
る
。

「
ベ
ー
キ
ン
」
は
地
面
に
一
辺
三
十
零
く
ら
い
の
三
角
を
描
い
て
そ
の
中
に
ゲ
ー

ム
参
加
者
が
約
束
の
個
数
を
入
れ
る
。
「
さ
ん
か
く
」
か
ら
約
一
・
五
脳
は
な
れ
た
と

こ
ろ
か
ら
参
加
者
が
順
番
に
自
分
の
玉
で
さ
ん
か
く
の
中
の
玉
を
順
番
に
は
じ
き
出

す
。
ラ
ム
ネ
は
ど
の
玉
も
グ
リ
ー
ン
一
色
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
自
分
の
玉
と
区
別

す
る
た
め
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
で
擦
っ
て
ス
リ
ガ
ラ
ス
状
の
白
濁
し
た
玉
に
し
た
。

「
カ
メ
」
は
若
干
の
傾
斜
を
つ
け
た
地
面
に
亀
の
甲
羅
を
描
き
、
溝
と
島
の
部
分

を
つ
く
る
。
親
を
選
び
、
親
は
地
面
に
描
い
た
亀
の
甲
羅
の
横
に
座
り
、
甲
羅
の
島

に
そ
れ
ぞ
れ
玉
を
置
く
。
子
は
一
脚
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
玉
を
め
が
け
て

放
り
投
げ
る
。
島
か
ら
外
れ
た
球
は
溝
に
落
ち
て
傾
斜
の
下
の
亀
の
頭
部
分
に
落
ち

て
親
の
取
り
玉
と
な
る
。
こ
の
ゲ
ー
ム
で
は
親
が
参
加
者
の
玉
を
自
分
の
も
の
に
す

る
と
き
「
は
い
、
い
ら
は
い
」
と
い
う
声
を
か
け
て
自
分
の
も
の
に
す
る
。
「
い
ら

は
い
」
と
は
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
、
お
客
さ
ん
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

「
ポ
リ
」
は
、
地
面
に
四
な
い
し
六
個
の
直
径
・
深
さ
五
覇
程
度
の
穴
を
掘
り
、

参
加
者
が
そ
の
穴
に
順
番
に
入
れ
て
ゴ
ー
ル
に
帰
る
遊
び
で
あ
る
。
穴
か
ら
次
の
穴

に
ビ
ー
玉
を
入
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
穴
に
小
指
を
必
ず
入
れ
て
お
く
の
が
ル
ー
ル

で
あ
る
。
お
お
よ
そ
昭
和
二
十
五
年
生
ま
れ
以
降
の
子
供
が
盛
ん
に
遊
ん
で
い
た
。

「
ポ
リ
」
が
盛
ん
に
な
る
と
「
ベ
ー
キ
ン
」
や
「
カ
メ
」
を
す
る
子
ど
も
は
い
な
く

な
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
日
が
暮
れ
る
と
、
路
地
に
掘
っ
た
穴
を
そ
の
ま
ま
に
し
て

帰
っ
て
し
ま
う
。
暗
く
な
っ
て
大
人
が
そ
の
穴
に
つ
ま
ず
き
、
特
に
雨
が
降
る
と
そ

こ
に
水
が
溜
ま
り
歩
き
に
く
い
。
近
所
の
オ
ジ
サ
ン
が
「
跡
は
ち
ゃ
ん
と
埋
め
と
け
」

と
よ
く
怒
っ
て
い
た
。
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「
に
ぎ
り
ん
」
は
、
た
い
て
い
は
「
ベ
ッ
タ
ン
（
め
ん
こ
）
」
と
併
用
し
て
遊
ぶ

室
内
用
の
ゲ
ー
ム
で
あ
っ
た
。
雨
の
日
、
外
で
遊
べ
な
い
と
き
漁
師
の
漁
具
納
屋
に

入
り
込
み
、
ラ
ム
ネ
を
握
っ
て
そ
の
数
を
あ
て
っ
こ
し
た
。

ベ
ッ
タ
ン

遊
び
を
紹
介
す
る
本
に
は
「
メ
ン
コ
」
と
書
い
て
あ
る
。
遊
び
方
に
は
大
別
し
て

単
純
な
「
か
え
し
」
と
や
や
賭
博
性
の
強
い
「
ニ
ッ
チ
と
が
あ
る
。

「
か
え
し
」
は
、
当
時
比
較
的
手
に
入
り
や
す
か
っ
た
木
で
出
来
た
「
リ
ン
ゴ

箱
」
を
勝
負
台
に
し
た
。
家
の
縁
側
を
利
用
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
台
も
縁
側
も
使

え
な
い
と
き
は
路
地
の
地
面
を
利
用
し
た
。
表
面
の
砂
を
取
り
除
い
て
や
や
固
め
の

地
面
に
互
い
の
ベ
ッ
タ
ン
を
叩
き
つ
け
て
裏
返
し
あ
う
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。
地
面
が
砂

地
や
畑
跡
の
よ
う
な
柔
ら
か
い
場
所
で
は
こ
の
ゲ
ー
ム
は
出
来
な
か
っ
た
。
お
寺
、

正
寿
寺
の
境
内
は
よ
い
場
所
で
あ
っ
た
。
た
だ
お

寺
か
ら
は
歓
迎
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

お
寺
が
使
え
な
い
場
合
は
大
日
神
社
に
神
輿
を

置
く
「
お
旅
所
」
を
利
用
し
た
。
お
旅
所
の
基
礎

は
一
辺
が
お
よ
そ
二
脳
七
十
芯
、
高
さ
約
四
十
諺

で
縁
を
表
面
が
平
ら
な
御
影
石
の
角
石
が
ぐ
る
り

と
取
り
巻
い
て
い
た
。
そ
の
縁
石
は
ち
ょ
う
ど
ベ
ッ

タ
ン
の
勝
負
台
に
ぴ
っ
た
り
で
、
四
つ
の
辺
が
あ
る

か
各
辺
で
、
い
ろ
ん
な
グ
ル
ー
プ
が
床
机
の
代
わ

り
に
し
て
利
用
し
た
（
写
真
２
）
。

「
ニ
ッ
チ
と
は
互
い
に
一
定
枚
数
を
出
し
合
っ

て
箱
の
上
な
ど
に
重
ね
て
置
き
、
そ
の
札
を
自
分

の
札
で
叩
き
落
と
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
落

ち
た
札
が
二
枚
重
な
っ
た
ら
勝
ち
で
自
分
の
も
の

に
な
る
。
二
枚
で
は
な
く
三
枚
重
な
っ
た
り
、
重

写真2大日神社境内にあったお旅所の基礎

な
ら
な
か
っ
た
り
し
た
時
は
負
け
で
相
手
に
取
ら
れ
る
。
「
ニ
ッ
チ
ン
」
に
使
う
専

用
の
札
に
は
ロ
ウ
や
油
を
塗
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
札
を
滑
り
や
す
く
す
る

の
が
目
的
で
あ
る
。
漁
師
の
家
に
あ
る
漁
船
燃
料
の
ド
ラ
ム
缶
の
上
蓋
に
残
っ
て
い

る
油
に
浸
し
、
黒
く
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。

「
ニ
ッ
チ
ン
」
は
「
か
え
し
」
に
比
べ
一
度
の
勝
負
で
取
り
合
い
す
る
枚
数
が
多

く
、
賭
博
性
が
強
く
高
学
年
の
子
供
が
や
っ
て
い
た
。
昭
和
二
十
年
代
生
ま
れ
の
子

ど
も
が
も
っ
ぱ
ら
遊
び
、
昭
和
初
期
生
ま
れ
や
三
十
年
代
の
生
ま
れ
の
子
供
は
「
ニ
ッ

チ
ン
」
は
や
ら
ず
、
ベ
ッ
タ
ン
と
い
え
ば
も
っ
ぱ
ら
「
か
え
し
」
を
さ
し
た
と
い
い
、

時
代
に
よ
っ
て
流
行
の
違
い
が
あ
っ
た
。

ベ
ッ
タ
ン
の
表
面
に
は
絵
が
書
い
て
あ
る
。
プ
ロ
野
球
で
は
打
撃
の
神
様
と
い
わ

れ
た
巨
人
の
川
上
哲
治
、
大
阪
（
現
阪
神
）
タ
イ
ガ
ー
ス
の
伝
説
の
強
打
者
、
藤
村

富
美
男
選
手
、
大
相
撲
で
は
栃
錦
、
若
乃
花
、
吉
葉
山
、
鏡
里
、
朝
潮
、
映
画
で

は
「
笛
吹
き
童
子
」
や
「
紅
孔
雀
」
の
中
村
錦
之
助
、
東
千
代
之
介
、
あ
る
い
は
ゴ

ジ
ラ
な
ど
が
描
か
れ
て
い
た
。
ベ
ッ
タ
ン
は
菓
子
箱
に
入
れ
て
い
た
が
、
上
手
な
子

は
ミ
カ
ン
箱
に
ギ
ッ
シ
リ
入
れ
て
い
た
。

パ
イ

「
パ
イ
」
は
た
い
て
い
「
ベ
ー
ゴ
マ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
深
江
で
は
「
ベ
ー

ゴ
マ
」
と
呼
ぶ
子
は
い
な
か
っ
た
。
「
パ
イ
」
は
「
ラ
ム
ネ
」
や
「
ベ
ッ
タ
ン
」
と

違
っ
て
深
江
で
も
阪
神
電
車
以
南
で
盛
ん
だ
っ
た
。
遊
び
の
本
で
紹
介
さ
れ
て
い
る

ゲ
ー
ム
の
土
俵
は
ゴ
ザ
と
な
っ
て
い
る
が
、
深
江
で
は
漁
師
の
ゴ
ム
合
羽
の
お
古
を

利
用
し
た
。

「
パ
イ
」
は
直
径
三
津
ほ
ど
の
円
錐
形
の
金
属
製
の
コ
マ
だ
が
、
心
棒
が
な
い
。

「
パ
イ
」
の
底
に
コ
マ
の
よ
う
に
ひ
も
を
巻
い
て
コ
マ
を
廻
す
要
領
で
土
俵
に
投
げ

入
れ
る
の
だ
が
、
技
術
の
第
一
関
門
は
、
こ
の
ヒ
モ
を
巻
く
こ
と
で
あ
る
。
コ
マ
よ

り
も
小
さ
く
、
心
棒
が
な
い
「
パ
イ
」
に
コ
マ
ひ
も
よ
り
細
い
ひ
も
を
巻
く
に
は
相

当
な
練
習
が
必
要
で
、
土
俵
の
上
に
投
げ
入
れ
て
廻
す
に
も
技
術
が
必
要
だ
っ
た

－5－
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き
回
っ
た
。
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
て
い
な
い
者
は
飛
ん
で
く
る
「
パ
イ
」
に
当
た
ら
な

い
よ
う
に
、
ま
た
「
パ
イ
」
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
動
き
に
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
遠

巻
き
に
見
学
し
た
。

自
分
の
エ
ー
ス
の
「
パ
イ
」
に
は
砥
石
や
近
所
の
モ
ル
タ
ル
の
塀
で
擦
っ
て
パ
イ

の
底
を
磨
い
た
。
こ
れ
は
パ
イ
の
重
心
を
下
げ
る
た
め
と
い
わ
れ
た
が
真
偽
の
ほ
ど

は
分
か
ら
な
い
。
「
パ
イ
」
を
モ
ル
タ
ル
の
塀
に
擦
る
と
塀
は
落
書
き
し
た
よ
う
に

黒
い
筋
が
付
き
、
錆
が
浮
い
た
。
細
工
を
し
た
塀
は
、
井
戸
の
水
で
砂
を
つ
け
た
タ

ワ
シ
で
洗
っ
た
。

「
パ
イ
」
は
危
険
な
た
め
か
学
校
で
完
全
に
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
ラ
ム
ネ
や
ベ
ッ

タ
ン
と
違
っ
て
大
人
が
あ
ま
り
来
な
い
場
所
で
行
っ
た
。
こ
の
遊
び
は
、
昭
和
二
十
五

年
生
ま
れ
く
ら
い
の
年
代
が
昭
和
三
十
年
代
半
ば
ま
で
行
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
後

の
年
代
は
や
っ
た
人
は
極
め
て
少
な
い
。
「
ベ
ッ
タ
ン
」
や
「
ラ
ム
ネ
」
は
今
日
で

も
学
校
で
「
昔
の
遊
び
」
と
し
て
道
具
も
あ
る
が
「
パ
イ
」
は
な
い
。
そ
の
意
味
で

も
「
パ
イ
」
は
少
し
特
異
な
遊
び
で
あ
る
。

凧
揚
げ

凧
揚
げ
は
、
冬
休
み
か
ら
せ
い
ぜ
い
一
月
い
っ
ぱ
い
の
遊
び
で
、
深
江
の
浜
の
子

は
、
海
岸
の
砂
浜
で
凧
揚
げ
を
し
た
。
深
江
の
海
岸
に
は
昭
和
二
十
年
代
後
半
に
高

潮
を
防
ぐ
堤
防
が
出
来
、
冬
場
は
堤
防
越
し
に
北
風
が
南
の
海
に
向
っ
て
勢
い
よ
く

吹
く
た
め
、
堤
防
の
外
の
浜
辺
で
堤
防
を
背
に
し
て
凧
を
揚
げ
た
。
堤
防
は
北
風
よ

（
写
真
３
）
。

勝
負
は
、
双
方
の
「
パ
イ
」
が
ぶ
つ
か
り
あ

い
、
飛
び
出
し
た
パ
イ
を
手
で
受
け
、
落
と
せ

ば
負
け
。
回
転
す
る
「
パ
イ
」
が
ぶ
つ
か
っ
て

飛
び
出
す
場
所
へ
す
ば
や
く
動
き
、
キ
ャ
ッ
チ

す
る
た
め
、
ゲ
ー
ム
参
加
者
は
パ
イ
の
動
き
に

合
わ
せ
て
、
箱
の
周
り
を
、
身
を
か
が
め
て
歩

写真3ヒモを巻いた

状態の「パイ」

け
に
な
っ
た
の
で
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
を
し
な
が
ら
凧
揚
げ
し
た
。
凧
は
、
紙
と
竹
ヒ
ゴ

で
出
来
て
い
て
、
や
や
大
き
く
全
体
が
緑
色
を
し
た
「
奴
だ
こ
」
と
、
小
型
で
赤
み

が
か
か
っ
た
「
金
太
郎
」
の
絵
柄
の
二
種
し
か
な
か
っ
た
。
凧
の
下
部
に
は
新
聞
紙

を
幅
五
な
い
し
十
零
程
度
の
幅
で
切
り
、
大
抵
は
米
粒
を
つ
ぶ
し
た
糊
で
貼
っ
て
足

（
尻
尾
）
と
し
た
。
そ
れ
が
長
い
ほ
ど
安
定
し
て
高
く
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
糸

は
漁
で
使
う
網
用
の
糸
が
調
達
さ
れ
て
い
た
。

ド
ン
グ
リ

十
月
に
な
る
と
男
の
子
は
今
の
森
北
町
や
芦
屋
の
山
の
麓
に
ド
ン
グ
リ
を
と
り
に

行
っ
た
。
ド
ン
グ
リ
に
は
三
種
類
の
形
が
あ
っ
た
。
深
江
で
は
本
来
の
形
の
も
の
は

単
に
「
ド
ン
グ
リ
」
と
呼
び
、
長
細
い
も
の
を
特
に
「
ビ
ッ
チ
ュ
ウ
」
、
馬
平
な
形

の
も
の
は
「
エ
ン
バ
ン
（
円
盤
）
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ド
ン
グ
リ
は
形
に
よ
っ
て
軸
の
刺
し
方
が
違
い
、
通
常
の
形
の
ド
ン

グ
リ
や
エ
ン
バ
ン
は
実
の
上
か
ら
底
に
向
け
て
軸
を
さ
す
が
、
ビ
ッ
チ
ュ
ウ
は
実
を

横
に
し
て
軸
を
刺
し
た
。
こ
れ
を
「
タ
イ
コ
」
と
呼
ん
だ
。

ゲ
ー
ム
は
ア
ル
ミ
製
の
口
が
大
き
く
広
が
っ
た
洗
面
器
に
ビ
ニ
ー
ル
の
風
呂
敷
を

張
っ
て
、
土
俵
と
し
た
。
勝
負
は
先
に
回
転
が
止
ま
っ
て
倒
れ
た
相
手
の
ド
ン
グ
リ

の
軸
に
自
分
の
ド
ン
グ
リ
の
軸
が
乗
れ
ば
勝
ち
で
あ
る
。

ド
ン
グ
リ
の
保
存
は
、
口
の
広
い
ガ
ラ
ス
瓶
で
水
に
漬
け
た
。
こ
う
し
な
い
と
ド

ン
グ
リ
が
乾
い
て
ひ
び
割
れ
し
た
。
か
っ
て
深
江
の
ダ
ン
ジ
リ
の
コ
マ
（
車
輪
）
を

祭
り
が
終
わ
れ
ば
専
用
の
井
戸
で
水
付
け
に
し
て
い
た
の
と
同
じ
理
屈
で
あ
る
。

板
飛
行
機

飛
行
機
の
形
を
し
た
板
に
コ
マ
を
付
け
、
地
面
を
走
る
だ
け
で
、
手
作
り
し
た
。

子
供
が
座
れ
る
ほ
ど
の
長
さ
一
勝
の
板
に
、
前
の
翼
と
し
て
幅
十
零
、
長
さ
一
瞬
、

後
に
は
そ
の
半
分
く
ら
い
の
翼
を
つ
け
る
。
胴
体
部
分
の
前
後
、
翼
の
両
端
に
鉄
製

の
敷
居
コ
マ
を
付
け
る
。

こ
の
板
に
座
っ
て
旧
国
道
（
新
道
）
の
少
し
傾
斜
の
あ
る
と
こ
ろ
で
ス
ノ
ー
ポ
ー
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ド
の
よ
う
に
し
て
遊
ん
だ
。
深
江
南
町
二
～
四
丁
目
付
近
の
浜
の
方
で
は
堤
防
沿
い

の
道
路
か
ら
北
に
向
か
う
取
り
付
け
道
路
が
坂
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
こ
も
格
好

の
飛
行
場
で
あ
っ
た
。
こ
の
遊
び
は
飛
行
機
づ
く
り
が
面
倒
だ
が
、
遊
び
そ
の
も
の

は
単
純
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
年
代
半
ば
に
は
す
っ
か
り
な
く
な
っ
た
。
舗
装
道
路

が
車
の
も
の
に
な
っ
た
せ
い
で
あ
ろ
う
。

模
型
飛
行
機

紙
飛
行
機
と
は
、
ゴ
ム
の
動
力
で
飛
ぶ
模
型
飛
行
機
で
あ
る
。
竹
ヒ
ゴ
と
ご
く
細

い
角
材
と
ニ
ュ
ー
ム
管
（
ア
ル
ミ
製
の
細
い
管
）
、
障
子
紙
の
よ
う
な
薄
い
紙
な
ど

が
入
っ
た
キ
ッ
ト
で
、
自
分
で
作
っ
た
。
本
庄
小
学
校
の
近
く
の
文
房
具
店
（
金
星

堂
と
西
向
文
房
具
店
）
で
買
っ
た
。
近
所
の
駄
菓
子
屋
で
も
手
に
入
る
が
、
大
抵
の

子
は
こ
の
模
型
は
こ
れ
ら
の
文
具
店
で
買
っ
た
。

こ
の
模
型
飛
行
機
で
人
気
が
あ
っ
た
の
は
主
翼
の
半
ば
を
角
度
三
十
度
く
ら
い
で

上
部
に
折
っ
た
「
ス
カ
イ
ホ
ー
ス
」
と
、
そ
の
端
が
十
度
く
ら
い
の
角
度
で
上
が
る

主
翼
を
持
つ
「
エ
ー
ス
」
と
い
う
二
種
類
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
キ
ッ
ト
で
も
翼
は
竹

ヒ
ゴ
を
細
工
す
る
。
火
で
あ
ぶ
っ
た
り
熱
湯
を
利
用
し
た
り
し
て
翼
の
微
妙
な
カ
ー

ブ
を
つ
く
る
。
こ
れ
に
失
敗
す
る
と
翼
に
ね
じ
れ
や
歪
み
が
生
じ
て
上
手
く
飛
ば
な

い
。
翼
に
は
紙
を
張
り
、
霧
を
吹
き
か
け
る
。
火
に
あ
ぶ
っ
て
乾
か
す
。
こ
う
し
て

翼
は
ピ
ン
と
張
っ
て
翼
ら
し
く
な
る
。

飛
行
機
の
滞
空
時
間
が
大
抵
は
二
分
に
満
た
な
い
。
二
分
の
滞
空
時
間
で
も
う
ま

く
い
け
ば
高
さ
五
勝
ぐ
ら
い
に
は
上
が
る
。
そ
れ
ゆ
え
ど
こ
で
も
飛
ば
せ
る
わ
け
で

は
な
く
、
当
時
の
原
っ
ぱ
で
は
あ
え
て
低
空
飛
行
を
さ
せ
た
。

筆
者
の
記
憶
違
い
で
な
け
れ
ば
昭
和
三
十
年
、
本
庄
小
学
校
で
運
動
会
の
終
わ
っ

た
あ
る
秋
の
日
、
校
庭
で
模
型
飛
行
機
大
会
が
開
催
さ
れ
、
三
年
生
か
ら
六
年
生
の

男
子
児
童
が
多
く
参
加
し
た
。
競
技
は
飛
行
距
離
と
滞
空
時
間
を
先
生
が
計
測
し

た
。
上
位
三
位
ま
で
の
児
童
に
大
小
の
模
型
飛
行
機
キ
ッ
ト
が
賞
品
と
し
て
渡
さ
れ

た
。
こ
の
様
子
は
本
庄
小
学
校
の
当
時
の
ア
ル
バ
ム
に
小
さ
く
そ
の
写
真
が
残
さ
れ

て
い
る
。探
偵
ご
っ
こ
・
西
部
劇
ご
っ
こ

江
戸
川
乱
歩
の
「
少
年
探
偵
団
」
が
本
や
映
画
で
は
や
っ
た
せ
い
だ
ろ
う
か
、
子

ど
も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
が
少
年
探
偵
団
の
小
林
少
年
や
団
員
、
あ
る
い
は
明
智
小
五

郎
に
扮
し
て
遊
ん
だ
。
「
探
偵
ご
っ
こ
」
は
「
鬼
ご
っ
こ
」
の
名
前
を
変
え
た
だ
け

の
遊
び
で
、
「
怪
人
二
十
面
相
」
が
鬼
と
な
っ
た
。
ふ
つ
う
は
鬼
に
な
り
た
が
ら
な

い
が
、
「
怪
人
二
十
面
相
」
の
鬼
役
に
な
ろ
う
と
す
る
子
は
い
た
。

み
ん
な
駄
菓
子
屋
で
売
っ
て
い
る
ブ
リ
キ
製
の
拳
銃
を
持
っ
て
い
た
。
火
薬
は

「
百
連
発
」
と
い
う
幅
五
言
炉
ほ
ど
の
巻
紙
に
直
径
二
言
炉
に
足
ら
な
い
火
薬
の
粒
が
貼

り
付
け
ら
れ
て
い
て
、
引
き
金
を
引
け
ば
火
薬
の
帯
が
順
に
押
し
出
さ
れ
て
「
パ
ン

パ
ン
」
と
発
射
音
が
す
る
。

拳
銃
で
も
「
リ
ボ
ル
バ
ー
」
と
い
う
回
転
式
の
六
連
発
の
も
の
は
高
価
だ
っ
た
。

こ
の
連
発
拳
銃
は
使
用
す
る
火
薬
が
強
く
大
き
か
っ
た
。
お
年
玉
が
も
ら
え
た
正
月

過
ぎ
に
は
こ
の
連
発
銃
を
も
っ
た
子
が
増
え
て
、
探
偵
ご
っ
こ
は
西
部
劇
に
な
り
、

参
加
者
は
役
柄
を
変
え
た
。
探
偵
団
が
カ
ウ
ボ
ー
イ
に
な
っ
た
り
保
安
官
に
な
っ
た

り
し
て
撃
ち
合
い
や
決
闘
を
し
た
。

遊
び
場
は
近
所
の
路
地
が
中
心
だ
っ
た
が
、
神
楽
町
（
今
の
深
江
南
町
一
丁
目
）

の
松
林
や
、
芦
屋
の
松
浜
公
園
ま
で
出
か
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

雨
の
日
に
は
作
業
が
休
み
の
イ
リ
コ
の
加
工
工
場
に
入
り
込
ん
で
遊
ぶ
こ
と
も

あ
っ
た
。
誰
も
い
な
い
工
場
に
は
、
イ
リ
コ
を
干
す
た
め
の
錘
や
ト
ロ
箱
が
積
み
上

げ
ら
れ
て
い
た
。
蓬
は
「
隠
れ
み
の
」
に
な
り
、
箱
は
盾
に
な
っ
た
。

大
人
た
ち
が
来
な
い
か
、
細
心
の
注
意
を
し
て
い
た
。
同
じ
よ
う
な
遊
び
で
も
主

人
公
が
「
月
光
仮
面
」
に
な
る
の
は
昭
和
三
十
年
代
の
後
半
以
降
で
あ
っ
た
。

チ
ャ
ン
バ
ラ
と
刀
づ
く
り

チ
ャ
ン
バ
ラ
用
の
刀
は
た
い
て
い
竹
を
利
用
し
た
が
、
爽
竹
桃
の
枝
を
利
用
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
爽
竹
桃
は
適
度
な
反
り
が
あ
っ
て
木
刀
の
よ
う
な
感
じ
が
出
た
。
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ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
。

「
ワ
ン
バ
ン
ノ
ー
バ
ン
」
は
「
ポ
ン
ッ
」

よ
り
広
い
場
所
が
必
要
で
、
男
子
の
み
の

遊
び
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
使
い
バ
ッ
ト
で
打

つ
。
打
っ
た
ボ
ー
ル
を
ノ
ー
バ
ウ
ン
ド
で
受

け
れ
ば
バ
ッ
タ
ー
交
代
。
グ
ロ
ー
ブ
を
使

わ
ず
、
素
手
で
受
け
る
。
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド

以
上
で
受
け
た
場
合
は
ア
ウ
ト
に
な
ら
ず
、

打
者
は
続
け
て
攻
撃
で
き
る
。
浜
の
子
は

今
の
深
江
南
町
二
丁
目
の
太
田
酒
造
の
工

場
敷
地
に
な
っ
て
い
る
場
所
で
こ
の
遊
び

を
し
て
い
た
。
酒
造
工
場
が
昭
和
三
十
年

代
に
出
来
て
か
ら
は
こ
の
遊
び
を
す
る
こ

公
園
に
植
え
て
あ
る
爽
竹
桃
の
直
径
一
禿
ン
ほ
ど
の
枝
を
切
っ
て
く
る
が
、
見
つ
か
る

と
叱
ら
れ
た
。
爽
竹
桃
の
枝
の
根
に
近
い
と
こ
ろ
を
握
る
部
分
と
し
て
そ
れ
以
外
の

刀
身
に
当
た
る
と
こ
ろ
を
小
型
の
折
り
た
た
み
ナ
イ
フ
の
「
肥
後
守
」
で
そ
の
皮
を

は
い
だ
。
皮
を
は
い
で
一
日
置
く
と
白
く
な
っ
て
い
か
に
も
刀
身
ら
し
く
な
る
。
た

だ
ナ
イ
フ
で
爽
竹
桃
の
皮
を
剥
ぐ
と
き
に
は
、
吐
き
そ
う
な
木
の
匂
い
が
し
て
刀
づ

く
り
の
作
業
は
何
度
か
そ
の
手
を
休
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
爽
竹
桃
の
刀
は
乾
く
ほ

ど
軽
く
な
っ
て
、
実
際
に
体
に
当
た
っ
て
も
竹
の
も
の
よ
り
痛
み
を
感
じ
な
か
っ
た
。

ポ
ン
ッ
と
ワ
ン
バ
ン
ノ
Ｉ
バ
ン

「
ポ
ン
ッ
」
と
「
ワ
ン
パ
ン
ノ
ー
パ
ン
」
は
、
野
球
の
ル
ー
ル
を
取
り
入
れ
た
簡

易
な
ボ
ー
ル
遊
び
で
あ
る
。
「
ポ
ン
ッ
」
は
テ
ニ
ス
ポ
ー
ル
を
利
用
し
手
の
ひ
ら
を

バ
ッ
ト
代
わ
り
に
す
る
。
公
式
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
よ
り
も
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
ポ
ー
ル
が

利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
地
面
が
や
や
硬
く
ポ
ー
ル
が
は
ず
む
必
要
が
あ

る
。
神
社
や
寺
の
境
内
あ
る
い
は
広
つ
ば
が
そ
の
遊
び
場
で
、
男
女
が
混
じ
っ
て
遊

写真4縄跳び（昭和20年代末、

桑原加代子さん提供）

２
、
深
江
の
遊
び
の
特
徴

多
様
な
男
児
の
遊
び

深
江
で
は
こ
こ
ま
で
紹
介
し
た
遊
び
が
中
心
だ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、
男
の

子
は
釘
刺
し
・
釘
倒
し
・
ケ
リ
馬
（
ケ
ウ
マ
）
・
ド
ウ
マ
・
ニ
ク
ダ
ン
（
宝
取
り
）
・

相
撲
・
ゴ
ム
鉄
砲
に
よ
る
箱
倒
し
・
秘
密
基
地
遊
び
・
大
名
町
人
・
三
角
ベ
ー
ス
・

竹
と
ん
ぼ
・
竹
馬
・
紙
芝
居
・
酒
瓶
の
王
冠
集
め
で
遊
ん
だ
。

釘
倒
し
は
砂
山
に
釘
を
刺
し
倒
さ
な
い
よ
う
に
砂
を
取
り
除
く
も
の
で
、
畑
の
土

を
使
っ
て
も
遊
ん
だ
。
釘
刺
し
は
、
地
面
に
投
げ
て
刺
し
、
刺
さ
っ
て
い
る
相
手
の

釘
を
倒
し
て
勝
ち
負
け
を
決
め
た
り
、
地
面
に
刺
さ
っ
た
場
所
を
線
で
つ
な
ぎ
相
手

を
線
の
中
に
閉
じ
込
め
た
り
し
て
遊
び
、
後
者
は
「
囲
み
」
と
呼
ん
だ
。
釘
は
、
頭

部
分
が
Ｌ
字
に
な
っ
た
船
釘
を
、
上
組
が
建
て
た
東
神
戸
造
船
所
や
松
井
造
船
所
に

拾
い
に
行
っ
た
。
ケ
リ
馬
は
二
人
一
組
の
馬
役
と
そ
の
上
に
飛
び
乗
ろ
う
と
す
る
騎

士
役
と
に
分
か
れ
、
目
隠
し
さ
れ
た
馬
の
足
役
が
、
近
づ
く
騎
士
役
の
気
配
を
察
し

て
蹴
る
も
の
で
、
蹴
ら
れ
れ
ば
馬
役
の
勝
ち
と
な
る
。
ド
ウ
マ
は
股
に
頭
を
入
れ
て

列
を
作
り
、
そ
の
上
に
飛
び
乗
る
遊
び
。
ニ
ク
ダ
ン
は
二
手
に
分
か
れ
て
、
地
面
に

Ｓ
字
の
線
を
引
き
陣
地
と
し
片
足
で
倒
し
合
い
相
手
の
陣
地
に
あ
る
宝
を
取
っ
た
方

が
勝
ち
に
な
る
。
大
名
町
人
は
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
使
い
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
相
手
方

と
は
な
く
な
っ
た
。

ゴ
ム
と
び
・
な
わ
と
び

ゴ
ム
跳
び
、
な
わ
跳
び
は
も
っ
ぱ
ら
女
の
子
の
遊
び
で
あ
る
。
女
の
子
と
男
の
子

が
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
は
、
絶
対
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
な
か
っ
た
。
た
だ
長
縄
の
縄
跳

び
は
、
学
校
で
の
み
男
女
が
混
じ
っ
て
遊
ん
だ
。
縄
跳
び
は
昭
和
三
十
年
代
ま
で
は

蕊
製
の
縄
や
荷
造
り
用
の
縄
で
遊
ん
だ
。
今
は
学
校
内
の
遊
び
と
し
て
残
っ
て
い
る

が
、
か
っ
て
は
路
地
で
も
遊
ん
だ
（
写
真
４
）
。
ゴ
ム
跳
び
は
、
輪
ゴ
ム
を
結
び
二

重
に
し
て
腰
の
高
さ
な
ど
で
飛
ん
だ
。
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の
領
域
に
手
で
打
ち
返
し
合
う
ゲ
ー
ム
で
、
失
敗
す
る
と
身
分
が
下
が
っ
て
い
く
遊

び
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
の
子
供
の
遊
び
は
、
季
節
に
か
か
わ
ら
ず
屋
外
で

遊
ぶ
の
が
基
本
で
、
学
校
か
ら
帰
れ
ば
、
塾
や
習
い
事
も
な
く
寝
る
ま
で
が
自
由
に

遊
ぶ
時
間
だ
っ
た
。
三
人
か
ら
十
人
以
内
で
、
深
江
南
町
（
ハ
マ
）
と
深
江
本
町

（
オ
カ
）
の
子
ど
も
た
ち
は
別
々
に
遊
び
、
「
オ
カ
と
ハ
マ
」
で
勝
負
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
し
か
し
遊
び
の
内
容
に
は
大
き
な
変
化
は
な
く
、
流
行
も
共
通
し
て
い

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
ガ
キ
大
将
的
な
リ
ー
ダ
ー
が
い
て
、
小
学
校
六
年
生

が
な
る
の
が
一
般
的
だ
っ
た
。

遊
び
道
具
の
大
半
は
自
分
で
工
夫
し
た
が
、
駄
菓
子
屋
や
文
房
具
店
で
模
型
飛
行

機
な
ど
を
購
入
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
下
校
時
刻
に
は
校
門
前
に
ゴ
ザ
を
敷
い

た
だ
け
の
出
店
が
で
き
、
針
金
細
工
で
輪
ゴ
ム
を
飛
ば
す
鉄
砲
な
ど
を
販
売
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
。
下
校
中
に
買
い
物
を
す
る
こ
と
は
禁
止
だ
っ
た
の
で
、
店
は
神
出
鬼

没
で
、
教
師
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
、
営
業
し
て
い
た
。

女
の
子
の
遊
び
と
し
て
花
い
ち
も
ん
め
・
お
は
じ
き
．
お
じ
や
み
・
ま
ま
ご
と
・

あ
や
と
り
・
リ
リ
ア
ン
編
み
・
人
形
づ
く
り
・
お
手
玉
・
お
は
じ
き
・
貝
拾
い
や
ク

ロ
ー
バ
ー
集
め
・
シ
ロ
ッ
メ
ク
サ
で
の
首
輪
つ
く
り
．
八
十
八
夜
や
「
お
ち
や
ら
か

ほ
い
」
「
せ
つ
せ
つ
せ
」
な
ど
の
手
遊
び
が
あ
っ
た
。
ま
た
網
元
な
ど
富
裕
な
家
の

子
供
の
誕
生
会
や
節
句
に
お
呼
ば
れ
し
た
。
着
物
を
着
て
出
か
け
、
も
う
せ
ん
の
上

に
一
人
ず
つ
お
膳
を
出
し
て
も
ら
い
ち
ら
し
ず
し
な
ど
を
ご
馳
走
に
な
っ
た
。

遊
び
場

子
供
た
ち
の
主
な
遊
び
場
は
、
深
江
浜
、
深
江
南
町
一
丁
目
か
ら
深
江
本
町
一
丁

目
付
近
の
田
ん
ぼ
と
林
、
家
の
近
く
の
原
っ
ぱ
、
正
寿
寺
や
大
日
神
社
の
境
内
、
路

地
裏
や
廃
屋
跡
・
工
場
跡
（
現
在
の
見
附
公
園
付
近
）
、
漁
具
置
き
場
に
使
わ
れ
て

い
た
漁
師
の
納
屋
、
森
北
町
付
近
の
本
庄
山
の
山
裾
な
ど
だ
っ
た
。

深
江
浜
は
深
江
南
町
四
丁
目
付
近
に
は
砂
防
突
堤
が
あ
り
、
ま
た
ゴ
ロ
タ
石
や
．

ン
ク
リ
ー
ト
片
が
転
が
っ
て
い
て
、
潮
の
干
満
に
よ
っ
て
海
面
上
に
浮
上
し
ウ
ナ
ギ

の
釣
り
場
に
な
り
、
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
も
捕
れ
た
。
二
～
三
丁
目
付
近
は
砂
浜
が
広

が
り
水
練
に
使
わ
れ
、
地
引
き
網
漁
が
行
わ
れ
た
。
網
を
引
く
の
に
加
勢
し
、
サ
バ

や
ア
ジ
を
も
ら
え
た
。
ア
ジ
は
そ
の
場
で
さ
ば
い
て
食
べ
た
。
イ
ワ
シ
は
水
揚
げ
が

多
く
あ
っ
た
が
見
向
き
も
し
な
か
っ
た
。

深
江
本
町
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
ま
で
は
、
ほ
う
と
う
池
、
さ
ら
池
と
呼
ば
れ
る
池

が
あ
り
、
フ
ナ
や
ド
ジ
ョ
ウ
を
釣
っ
て
遊
ん
だ
。
土
手
に
は
ツ
ク
シ
、
ス
ギ
ナ
が
よ

く
生
え
、
変
電
所
辺
り
に
は
ス
カ
ン
ポ
が
生
え
た
。
漁
具
置
き
場
の
納
屋
は
八
畳
か

ら
十
畳
ほ
ど
の
広
さ
の
板
敷
き
で
、
主
に
雨
天
に
遊
ん
だ
。
森
北
町
の
山
裾
は
、
ク

リ
・
ド
ン
グ
リ
拾
い
や
柿
取
り
に
利
用
し
た
。

春
夏
秋
冬
と
遊
び

遊
び
に
は
季
節
に
よ
っ
て
変
わ
る
も
の
と
年
中
変
わ
ら
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
季

節
に
よ
っ
て
変
わ
る
も
の
を
見
る
と
、
新
年
は
お
年
玉
で
駄
菓
子
屋
な
ど
で
探
偵

ご
っ
こ
や
西
部
劇
に
使
う
ピ
ス
ト
ル
も
購
入
し
た
り
、
遊
び
道
具
を
ま
と
め
買
い
も

し
た
り
し
た
。
春
は
正
月
に
お
年
玉
を
使
っ
て
購
入
し
た
お
も
ち
ゃ
で
遊
び
、
夏
に

は
小
川
や
た
め
池
、
海
辺
で
船
遊
び
や
メ
ダ
カ
な
ど
魚
や
水
生
昆
虫
を
採
っ
た
。
雑

木
林
で
木
を
切
っ
て
刀
づ
く
り
も
し
た
。
秋
に
は
初
秋
は
防
波
堤
で
釣
り
を
し
た

り
、
晩
秋
に
は
山
裾
で
ド
ン
グ
リ
な
ど
を
採
集
し
た
り
し
た
。
ラ
ム
ネ
や
ベ
ッ
タ
ン

は
季
節
を
通
し
て
遊
ん
だ
。

◆

本
文
を
ま
と
め
る
に
際
し
て
は
、
深
江
塾
の
メ
ン
バ
ー
以
外
に
谷
岡
尚
武
、
野
田

正
雄
、
塩
崎
謙
一
、
新
田
誠
の
各
氏
か
ら
様
々
な
協
力
を
頂
い
た
。

本
稿
は
深
江
塾
で
飯
田
一
雄
・
三
枝
照
於
・
松
下
芳
子
・
柳
田
陽
子
・
増
田
行

雄
・
津
田
雅
敏
・
植
田
延
生
・
森
口
健
一
・
大
国
正
美
が
記
憶
や
聞
き
取
り
を
も
と

に
意
見
交
換
、
１
は
森
口
が
、
２
は
大
国
が
文
章
化
し
た
。
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養
豚
場

昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
○
）
九
月
三
日
の
ジ
ェ
ー
ン
台
風
で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
深
江
で
は
、
防
潮
堤
計
画
が
前
倒
し
さ
れ
昭
和
二
十
七
年
に
計
画
図
が
作

ら
れ
て
い
ま
す
（
前
号
参
照
）
。
そ
の
防
潮
堤
を
高
潮
の
圧
力
か
ら
支
え
る
よ
う

に
、
堤
防
の
北
側
に
土
盛
り
を
し
て
幅
四
脚
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
道
が
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
道
は
堤
防
に
沿
っ
て
高
橋
川
河
口
の
東
側
か
ら
芦
屋
川
の
西
岸
ま

で
延
び
て
い
ま
す
（
写
真
１
）
。

高
橋
川
河
口
の
東
海
岸
を
基
点
に
東
に
向
か
っ
て
歩
き
ま
す
。
右
手
は
海
岸
、

左
手
が
深
江
の
集
落
で
、
南
地
区
の
一
番
西
は
磯
島
町
（
深
江
南
町
四
丁
目
）
に

な
り
ま
す
。
ま
ず
左
手
、
い
ま
の
深
江
大
橋
北
詰
め
付
近
に
敷
地
が
お
よ
そ
三
○
○

坪
ば
か
り
の
養
豚
場
（
写
真
１
の
①
、
以
下
①
と
表
記
）
が
あ
り
ま
し
た
。
建
物

は
ト
タ
ン
葺
き
で
簡
単
な
柱
に
板
囲
い
の
も
の
で
す
。
そ
の
建
物
の
中
央
に
通
路

が
あ
り
、
両
側
に
木
の
柵
を
設
け
て
お
よ
そ
三
○
頭
ば
か
り
の
ブ
タ
が
飼
わ
れ
て

い
た
の
で
す
。
昭
和
二
十
年
代
後
半
か
ら
ご
く
わ
ず
か
の
期
間
で
三
十
年
代
に
入

る
と
い
つ
の
間
に
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

養
豚
場
で
は
男
性
の
管
理
人
が
一
人
で
ブ
タ
の
面
倒
を
見
て
い
ま
し
た
。
ブ
タ

は
お
腹
が
す
け
ば
ブ
ー
ビ
ー
と
結
構
う
る
さ
い
そ
う
で
、
管
理
人
が
棒
で
ブ
タ
を

叩
き
ま
す
。
ブ
タ
は
怒
り
、
嫌
が
り
暴
れ
、
つ
い
に
は
何
頭
か
が
木
の
柵
を
越
え

て
逃
げ
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
近
所
に
松
葉
氏
の
広
い
邸
宅
②
が
あ
り
ま
し

深
江
物
語
（
４
）

昭
和
別
～
釦
年
代
の
深
江
浜
を
歩
く
（
２
）深

江
塾
森
口
健
一

を
馬
に
乗
っ
て
視
察
に
こ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
光
景
は
近
所
の
子

ど
も
た
ち
に
は
非
常
に
め
ず
ら
し
い
印
象
を
残
し
ま
し
た
。

川
西
航
空
機
の
寮
と
医
院

養
豚
場
に
接
し
て
東
側
に
川
西
航
空
機
の
寮
③
が
あ
り
ま
し
た
。
戦
後
、
川
西

航
空
機
は
新
明
和
工
業
と
な
り
ま
し
た
が
、
当
時
は
旧
社
名
で
そ
の
寮
を
呼
ん
で

い
た
の
で
す
。

こ
の
建
物
は
海
岸
か
ら
広
が
る
砂
地
の
中
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。
建
築
当
時
は

た
。
松
葉
邸
は
南
の
道
路

に
面
し
て
格
子
の
木
戸
や

低
木
の
垣
根
が
あ
る
ば
か

り
で
、
塀
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
逃
げ
だ
し
た
ブ

タ
は
こ
の
垣
根
を
飛
び
越

え
て
敷
地
に
入
り
込
ん

で
、
そ
こ
を
走
り
回
る
こ

と
が
再
々
あ
り
ま
し
た
。

養
豚
場
は
深
江
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
開
発

を
手
が
け
た
難
波
氏
が
経

営
者
だ
っ
た
そ
う
で
、
地

域
の
人
は
「
な
ん
ぱ
の
ブ

タ
小
屋
」
と
呼
ん
で
い
ま

し
た
。
経
営
者
御
本
人
か

ど
う
か
定
か
で
は
な
い
の

で
す
が
、
時
折
管
理
状
況

を
馬
に
乗
っ
て
視
察
に
こ
『

写真1昭和29年ごろの深江浜上空（清家直衛氏提供）
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防
潮
堤
も
な
く
、
そ
の
た
め
建
物
は
、
東
南
ア
ジ
ア
で
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
な
高

床
式
の
建
物
で
し
た
。
砂
浜
か
ら
ざ
っ
と
一
腕
ほ
ど
高
い
床
が
い
く
つ
も
の
柱
で

支
え
ら
れ
、
東
西
に
長
く
西
端
で
南
に
棟
が
伸
び
た
エ
ル
字
型
の
木
造
で
し
た
。

こ
の
寮
が
地
域
の
人
に
親
し
ま
れ
た
の
は
そ
の
西
端
の
棟
に
「
入
江
先
生
」
と

呼
ば
れ
る
名
物
医
が
開
業
診
察
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
深
江
に
は
幾
つ
か
の
医

院
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
先
生
は
ざ
っ
く
ば
ら
ん
で
気
取
り
が
な
く
、
地
元
の

言
葉
で
住
民
に
語
り
か
け
て
く
れ
る
先
生
で
し
た
。
診
察
室
に
入
る
と
大
き
な
声

で
「
ど
な
い
し
た
ん
や
？
な
に
、
お
腹
が
痛
い
？
」
「
ど
れ
、
あ
あ
、
こ
ん
な
ん

も
ん
ち
ょ
っ
と
薬
飲
ん
で
一
日
寝
と
っ
た
ら
な
お
る
」
「
明
日
は
ガ
ッ
コ
休
ん
だ
ら

ア
カ
ン
で
」
「
お
母
さ
ん
な
、
あ
ん
ま
り
固
い
も
の
は
い
か
ん
で
。
お
粥
さ
ん
で
も

し
た
り
。
心
配
な
い
か
ら
」
と
言
う
よ
う
な
調
子
で
し
た
。

診
察
室
は
、
東
西
に
長
い
建
物
の
東
よ
り
の
玄
関
か
ら
廊
下
を
西
に
向
か
い
、

南
に
折
れ
た
突
き
当
た
り
に
あ
り
ま
し
た
。
寮
の
各
部
屋
か
ら
や
や
独
立
し
た
部

屋
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
部
屋
の
南
東
西
に
窓
が
あ
り
、
特
に
南
に
は
大
き
な
窓

が
海
の
ほ
う
に
向
か
っ
て
い
て
大
変
明
る
い
診
察
室
で
し
た
。
北
の
壁
に
沿
っ
て

い
ろ
ん
な
医
療
器
具
や
、
薬
品
を
入
れ
た
緑
や
茶
色
の
小
さ
な
ガ
ラ
ス
瓶
が
並
ん

で
い
‘
ま
し
た
。

こ
の
建
物
は
現
在
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
の
市
営
住
宅
に
な
っ
て
い
ま

す
。
か
っ
て
の
寮
の
建
物
の
南
に
広
が
っ
て
い
た
砂
浜
は
「
磯
島
公
園
」
と
し
て

整
備
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

釣
り
具
店
や
洋
館

磯
島
町
（
深
江
南
町
四
丁
目
）
が
海
岸
に
面
す
る
東
西
の
中
ほ
ど
に
平
屋
の
河

崎
釣
り
具
店
④
が
あ
り
ま
し
た
。
堤
防
が
出
来
る
ま
で
は
こ
の
店
は
、
南
に
広
が

る
砂
浜
か
ら
波
打
ち
際
に
つ
な
が
っ
て
い
て
、
釣
り
船
や
貸
し
ボ
ー
ト
も
用
意
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
二
十
五
年
の
ジ
ェ
ー
ン
台
風
の
時
に
は
高
潮
で
こ
の
店
舗

ご
と
流
出
、
釣
り
船
や
ボ
ー
ト
は
阪
神
電
車
の
線
路
沿
い
ま
で
流
さ
れ
ま
し
た
。

釣
り
餌
の
ゴ
カ
イ
は
寿
司
桶
の
よ
う
な
木
の
桶
に
入
れ
ら
れ
、
買
う
と
き
は
猪
口

で
量
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
店
は
ゴ
カ
イ
販
売
が
主
で
、
釣
り
道
具
は
あ
ま

り
置
い
て
お
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
は
「
餌
屋
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

釣
り
具
店
を
過
ぎ
る
と
、
堤
防
沿
い
の
道
路
に
接
す
る
よ
う
に
逸
見
邸
の
洋
館

が
あ
り
ま
す
（
写
真
２
、
⑤
）
。
モ
ル
タ
ル
の
壁
、
色
つ
き
カ
ワ
ラ
で
傾
斜
の
あ
る

屋
根
を
持
つ
こ
の
屋
敷
は
、
絵
本
の
中
に
あ
る
よ
う
な
風
情
が
あ
り
ま
し
た
。

磯
島
町
は
深
江
の
町
で
も
一
番
低
い
と
こ
ろ
で
、
こ
の
洋
館
の
二
階
部
分
が
ち
ょ

う
ど
堤
防
沿
い
の
道
路
面
の
高
さ
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。
逸
見
邸
の
玄
関
が
あ
っ

た
付
近
に
は
、
堤
防
沿
い
の
道
路
か
ら
現
在
で
も
北
に
向
か
っ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
階
段
を
下
り
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
洋
館
が
あ
っ
た
場
所
は
大
部
分
が
「
ウ

ェ
ダ
商
事
」
の
工
場
と
そ
の
駐
車
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

洋
館
は
、
こ
の
逸
見
邸
の
ほ
か
に
釣
り
具
店
の
少
し
北
に
も
一
軒
⑥
あ
り
ま
し

？

逸見邸（大西令子氏提供）写真2

具
店
の
少
し
北
に
も
一
軒
⑥
あ
り
ま
し

た
。
「
ナ
ニ
ワ
カ
メ
ラ
」
と
い
う
会
社
の

社
宅
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
榔

子
の
木
を
は
じ
め
大
小
の
木
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
二
十
年
代
の
終

わ
り
こ
ろ
に
は
、
人
が
住
ん
で
い
る
よ

う
な
気
配
は
な
く
、
逸
見
邸
は
屋
敷
全

体
が
日
に
当
た
っ
て
明
る
い
感
じ
だ
っ

た
の
に
対
し
、
こ
ち
ら
の
屋
敷
は
木
に

囲
ま
れ
て
や
や
暗
い
感
じ
で
、
子
ど
も

た
ち
は
「
お
化
け
屋
敷
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。

逸
見
邸
か
ら
さ
ら
に
東
へ
行
け
ば
、

,
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堤
防
沿
い
の
道
と
北
か
ら
札
場
通
り
が
海
岸
に
突
き
当
た
る
三
叉
路
に
な
り
ま
す
。

こ
の
三
叉
路
の
北
に
は
、
札
場
通
り
の
西
側
に
南
か
ら
釣
り
具
店
・
「
丑
松
」
の
網

元
・
畠
酒
店
、
さ
ら
に
そ
の
北
に
は
山
八
青
果
店
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

釣
り
具
店
⑦
は
、
西
に
あ
る
河
崎
釣
り
具
店
よ
り
も
新
し
く
、
昭
和
三
十
年
こ

ろ
に
開
店
し
ま
し
た
。
餌
だ
け
で
な
く
新
し
い
釣
り
具
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
竿

と
言
え
ば
竹
の
一
本
竿
だ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
こ
に
は
丈
夫
な
「
つ
な
ぎ
竿
」
が

置
い
て
あ
り
ま
し
た
。
竿
に
リ
ー
ル
を
付
け
て
遠
く
ま
で
投
げ
る
こ
と
が
で
き
る

夢
の
よ
う
な
高
価
な
道
具
で
、
子
ど
も
に
は
た
だ
見
る
だ
け
の
も
の
で
し
た
。
こ

の
店
は
夫
婦
だ
け
で
営
業
し
、
当
時
と
し
て
は
ハ
イ
カ
ラ
で
、
朝
に
餌
を
買
い
に

行
け
ば
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
の
後
の
テ
ー
ブ
ル
で
、
ト
ー
ス
ト
と
コ
ー
ヒ
ー
の
朝

食
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
パ
ン
の
焼
け
る
匂
い
や
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
が
め
ず
ら
し

く
店
そ
の
も
の
が
高
級
店
に
感
じ
た
も
の
で
す
。

釣
り
具
店
の
北
に
並
ん
で
「
丑
松
」
の
網
元
の
屋
敷
⑧
が
あ
り
ま
す
。
元
々
和

歌
山
か
ら
深
江
に
こ
ら
れ
た
と
身
内
の
方
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
名
は
山
本
丑

松
で
す
。

こ
の
網
元
の
門
を
東
に
出
て
南
は
、
札
場
通
り
が
海
岸
に
突
き
当
た
り
堤
防
の

開
口
部
か
ら
海
岸
に
出
ら
れ
ま
す
。
こ
の
海
辺
か
ら
東
に
向
っ
て
幅
お
よ
そ
五
○

折
ほ
ど
の
浜
辺
を
人
々
は
「
丑
松
の
浜
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
丑
松
の
浜
は
、

オ
ヵ
の
ほ
う
か
ら
流
れ
て
く
る
川
が
な
い
た
め
特
に
水
の
き
れ
い
な
と
こ
ろ
で
す
。

堤
防
が
出
来
る
ま
で
は
奥
行
き
の
あ
る
砂
浜
で
、
夏
に
は
松
蔭
女
学
校
が
こ
こ
で

水
練
学
校
を
開
き
、
昭
和
三
十
一
年
ま
で
は
本
庄
小
学
校
も
毎
年
七
月
二
十
日
か

ら
一
○
日
間
ほ
ど
水
練
学
校
を
開
い
て
い
ま
し
た
（
写
真
３
）
。
学
校
か
ら
木
造
の

飛
び
込
み
台
を
持
ち
込
ん
で
、
岸
か
ら
一
○
腕
ほ
ど
の
沖
合
に
設
置
し
て
い
ま
し

た
。
丑
松
の
浜
か
ら
西
を
振
り
返
る
と
堤
防
が
海
岸
の
す
ぐ
そ
ば
ま
で
あ
っ
て
、
砂

小
さ
な
も
の
で
す
が
取
れ
た
も
の
で
す
。

浜
戎
神
社

札
場
通
り
が
海
岸
に
突
き
当
た
る
三
叉
路
か
ら
東
に
行
け
ば
、
見
附
町
（
深
江

南
町
三
丁
目
）
に
な
り
ま
す
。
堤
防
沿
い
の
道
の
北
側
、
札
場
通
り
の
横
に
浜
戎

神
社
⑨
が
あ
り
ま
し
た
。
札
場
通
り
が
か
っ
て
の
深
江
の
南
北
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
で
、
そ
れ
が
海
に
突
き
当
た
る
場
所
に
、
社
殿
は
海
に
向
か
っ
て
建
て
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
い
つ
ご
ろ
出
来
た
の
か
不
明
で
す
が
、
漁
師
た
ち
が
深
く
信
仰
し
て

き
ま
し
た
。
拝
殿
正
面
の
扉
の
上
、
欄
間
に
は
恵
比
寿
様
が
米
俵
に
座
っ
て
大
き

浜
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
堤
防
か
ら
海
に
向
っ

て
は
沖
ま
で
大
小
の
石
が

転
が
っ
て
い
て
、
干
潮
時

に
は
そ
の
一
部
が
あ
ち
こ

ち
に
顔
を
出
し
て
い
ま

す
。
海
底
も
多
く
の
ゴ
ロ

タ
石
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
小
魚
の
格
好
の
棲
家

と
な
る
の
で
し
ょ
う
。
カ

レ
イ
、
ハ
ゼ
、
テ
ン
コ
チ

以
外
に
ア
ブ
ラ
メ
（
ア
イ

ナ
メ
）
や
サ
ン
バ
ソ
ウ

（
石
鯛
の
幼
魚
）
の
よ
う
な

磯
魚
の
釣
り
場
で
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
岩
の
間
で

は
、
食
用
に
な
る
カ
ニ
も

iJH邸＊1E忍術H謀小鰯陵
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写真3本庄小学校の水練の様子（昭和10年）
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な
鯛
を
抱
き
、
釣
り
竿
を
持
っ
た
彫
刻
が
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

社
か
ら
南
東
に
波
打
ち
際
に
む
か
っ
て
一
○
腕
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
に
、
石
造

り
の
烏
居
が
立
っ
て
い
ま
す
。
堤
防
側
か
ら
見
る
と
、
砂
浜
の
中
に
鳥
居
が
立
ち
、

そ
の
向
こ
う
に
社
殿
が
あ
る
位
置
関
係
に
な
り
ま
す
。

●
、

写真4室戸台風で折れた鳥居（右端、昭和9年9月）

敷
地
に
は
社
を
囲
む
よ
う
数
本
の
松
の

木
が
あ
り
ま
し
た
。
防
潮
堤
が
出
来
る
ま

で
は
、
波
が
こ
の
鳥
居
の
足
元
を
洗
い
、

昭
和
九
年
の
室
戸
台
風
で
は
鳥
居
が
折
れ
、

砂
浜
に
か
ろ
う
じ
て
立
っ
て
い
る
写
真
が

残
っ
て
い
ま
す
（
写
真
４
）
。

毎
年
九
月
十
日
に
は
こ
の
浜
戎
神
社
を

中
心
に
し
て
浜
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

か
っ
て
芦
屋
・
打
出
地
区
と
深
江
と
の
間

で
漁
業
区
域
に
関
す
る
争
い
が
度
々
あ
り
、

最
終
的
に
裁
判
で
深
江
が
勝
っ
た
日
を
記

念
し
て
浜
祭
り
の
日
と
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
浜
祭
り
の
日
に
は
社
か
ら
北

に
向
か
っ
て
札
場
通
り
に
夜
店
が
並
び
ま

し
た
が
、
昭
和
二
十
年
代
後
半
で
も
数
軒

の
夜
店
が
出
て
い
ま
し
た
。

ま
た
現
在
で
は
、
大
日
神
社
の
例
大
祭

の
最
後
の
日
に
神
輿
が
森
の
稲
荷
神
社
の

お
社
の
周
り
を
、
周
回
す
る
の
が
慣
わ
し

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
二
十
年
代
後

半
ま
で
は
、
森
の
稲
荷
神
社
か
ら
大
日
神

社
の
お
旅
所
を
経
て
、
こ
の
浜
戎

神
社
ま
で
神
輿
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
こ
の
神
社
の
周
り
を

神
輿
が
威
勢
よ
く
回
っ
た
も
の
で

す
（
写
真
５
）
。
当
時
、
神
輿
を
担

ぐ
若
仲
（
若
者
の
こ
と
）
に
は
漁

業
関
係
者
が
多
く
い
ま
し
た
。
卯

の
花
祭
り
は
夏
の
豊
漁
を
願
う
意

味
も
あ
り
、
若
仲
は
世
話
人
の
止

め
る
の
も
（
形
だ
け
の
制
止
で
す

が
）
聞
か
ず
、
神
輿
を
海
に
担
ぎ

こ
み
ま
し
た
。
神
輿
が
塩
水
を
被

る
と
錆
を
取
る
後
始
末
に
ず
い
ぶ

ん
と
費
用
が
か
か
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
浜
戎
神
社
は
、
昭
和

四
十
七
年
に
漁
業
組
合
が
解
散
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
世
話
に
困
る
よ

う
に
な
り
、
社
殿
は
平
成
五
年

（
一
九
九
三
）
大
日
神
社
に
合
肥
さ
れ
翌
年
社
殿
は
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。
欄
間
の
一

部
は
大
日
神
社
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
で
は
神
社
の
あ
っ
た
し
る
し
と
し
て
、

鳥
居
の
柱
の
一
部
と
由
来
を
記
し
た
銘
板
が
あ
る
だ
け
で
す
。

司
馬
遼
太
郎
が
描
い
た
深
江

江
戸
時
代
後
期
、
日
露
の
衝
突
を
防
い
だ
兵
庫
津
の
商
人
、
高
田
屋
嘉
兵
衛
を

描
い
た
司
馬
遼
太
郎
の
小
説
「
菜
の
花
の
沖
』
の
「
兵
庫
」
の
章
に
深
江
の
浜
が

出
て
き
ま
す
。
江
戸
時
代
、
一
七
○
○
年
代
の
終
わ
り
こ
ろ
、
高
田
屋
嘉
兵
衛
が 写真5浜戎神社を回る神輿（戦前、藤本吉江氏収集）
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西
宮
方
面
か
ら
芦
屋
を
抜
け
て
深
江
に
や
っ
て
く
る
場
面
で
す
。

西
宮
、
芦
屋
を
す
ぎ
て
深
江
の
浦
と
言
う
浜
ま
で
き
た
と
き
、
嘉
兵
衛
は
渚

ま
で
出
て
海
を
見
た
。
浜
に
い
た
老
漁
師
に
、
「
こ
の
浦
の
沖
に
は
兵
庫
か
ら

続
い
て
い
る
洲
が
潮
に
隠
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
ど
の
辺
り
で
し
ょ

う
」
嘉
兵
衛
は
き
い
た
。
「
あ
の
あ
た
り
よ
」
老
漁
夫
は
無
造
作
に
お
し
え
て

く
れ
た
…
略
…
洲
は
兵
庫
か
ら
伸
び
て
深
江
の
浦
あ
た
り
ま
で
き
て
い
る
と

嘉
兵
衛
は
か
っ
て
き
い
た
。

高
田
屋
嘉
兵
衛
が
、
西
宮
、
芦
屋
方
面
か
ら
深
江
に
来
る
と
す
れ
ば
そ
の
道
は

西
国
浜
街
道
で
あ
る
事
は
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。
旅
の
人
が
東
か
ら
来
て
深
江

に
到
り
、
浜
へ
出
る
と
す
れ
ば
札
場
通
り
を
左
に
折
れ
て
南
に
行
く
の
も
当
然
で

し
ょ
う
。
海
に
至
っ
た
と
こ
ろ
に
浜
戎
神
社
が
あ
り
、
そ
こ
に
い
る
漁
師
に
前
の

海
の
事
を
聞
く
の
も
ま
た
自
然
な
こ
と
で
す
。

深
江
の
土
地
は
、
東
西
に
山
脈
の
よ
う
に
土
地
の
高
い
と
こ
ろ
と
低
い
と
こ
ろ

が
交
互
に
横
た
わ
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
深
江
の
海
岸
の
一
部
に
は
内
部
の
土

地
よ
り
も
高
い
地
域
が
あ
り
ま
す
。
高
い
と
こ
ろ
は
海
岸
低
地
に
挟
ま
れ
た
砂
州

の
跡
ら
し
い
。
『
菜
の
花
の
沖
』
は
小
説
で
す
が
深
江
の
土
地
柄
を
思
え
ば
全
く
の

作
り
話
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

魚
市
場

浜
戎
神
社
の
東
側
に
は
昭
和
二
十
六
年
、
「
魚
市
場
」
が
で
き
ま
し
た
（
写
真

６
、
⑩
）
。
そ
れ
以
前
は
こ
の
位
置
か
ら
東
北
に
平
屋
建
て
ト
タ
ン
葺
き
の
市
場
が

あ
り
ま
し
た
。

建
て
か
え
ら
れ
た
魚
市
場
は
、
木
造
二
階
建
て
の
立
派
な
も
の
で
、
完
成
し
た

お
披
露
目
に
は
、
大
阪
方
面
か
ら
芸
人
を
呼
ん
で
野
外
演
芸
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

魚
市
場
の
南
か
ら
東
に
か
け
て
広
が
る
砂
浜
に
ゴ
ザ
を
一
面
に
敷
い
て
桟
敷
と
し
、

座
る
場
所
の
な
い
人
は
堤
防
の
上
に
腰
掛
け
て
観
覧
し
ま
し
た
。
お
笑
い
や
手
品

穀
店
の
主
が
取
り
仕
切
っ
て
い
て
、
「
飯
田
の
市
場
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

見
附
町
・
松
井
の
船
大
工
工
場

飯
田
の
魚
市
場
か
ら
東
に
は
、
三
号
加
工
場
と
呼
ば
れ
た
イ
リ
コ
の
加
工
場
⑪

が
あ
り
ま
し
た
。
前
の
浜
で
行
わ
れ
る
地
引
網
で
取
れ
た
鰯
を
加
工
し
て
「
イ
リ

コ
」
に
す
る
工
場
で
す
。
加
工
場
は
、
東
町
（
深
江
南
町
二
丁
目
）
に
、
東
か
ら

西
に
向
っ
て
順
に
第
一
、
第
二
加
工
場
が
あ
っ
て
見
附
町
に
あ
る
の
が
第
三
加
工

場
と
い
う
わ
け
で
す
。

第
三
加
工
場
に
隣
接
し
て
東
に
「
松
井
の
船
大
工
さ
ん
」
と
よ
ば
れ
た
漁
船
を

作
る
工
場
⑫
が
あ
り
ま
す
（
写
真
７
）
。

が
あ
り
、
子
ど
も
達
も
大
喜
び
で

す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
盛
大
な

「
餅
撒
き
」
も
あ
り
ま
し
た
。

市
場
の
一
階
床
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
打
ち
放
し
で
、
中
央
に
一
間
四

方
く
ら
い
の
セ
リ
台
が
あ
り
、
東

に
帳
場
が
設
け
ら
れ
て
あ
り
ま
し

た
。
セ
リ
が
終
わ
る
と
市
場
の
会

計
責
任
者
の
志
井
寅
之
助
さ
ん
：
、

地
元
の
人
は
「
シ
イ
ト
ラ
」
と
呼

ん
で
い
ま
し
た
・
・
・
が
売
り
上
げ
な

ど
の
記
帳
を
し
ま
し
た
。
二
階
は

大
き
な
和
室
で
主
に
漁
師
仲
間
の

「
寄
り
合
い
」
と
い
う
会
議
に
使
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
市
場
で
の
セ
リ
は
飯
田
米

lFp車戸一一
一戸
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写真6飯田の魚市場（左側）と神戸市魚類人工乾燥試験所
（昭和39年ごろ、西本小太郎氏撮影）
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写真7第三加工場（左側）と松井造船所（喜多一晴氏撮影、昭和32年ごろ）

こ
の
工
場
は
、
東
西
南
北
そ
れ
ぞ
れ

二
○
脚
四
方
く
ら
い
の
広
さ
の
空
間
を

持
っ
た
平
屋
の
工
場
で
す
。
昭
和
二
十

年
代
の
終
わ
り
ご
ろ
、
筆
者
が
工
場
を

見
学
し
た
と
き
は
老
境
に
近
い
松
井
さ

ん
が
、
一
人
で
全
長
が
五
勝
ほ
ど
の
木

造
船
の
漁
船
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
打

瀬
船
で
は
な
く
、
ア
サ
リ
船
を
造
っ
て

い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
エ
ン
ジ
ン
を

載
せ
る
ス
ペ
ー
ス
の
な
い
小
型
船
で
し

た
。
工
場
の
中
は
木
の
匂
い
に
満
ち
て

い
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

子
供
の
背
丈
ほ
ど
の
柄
の
先
に
、
幅

が
大
人
の
手
の
ひ
ら
よ
り
少
し
狭
い
刃

が
付
い
た
手
斧
で
、
太
い
木
を
打
ち
込

む
よ
う
に
し
て
削
っ
て
い
ま
し
た
。
作

業
を
し
て
い
る
横
に
は
半
分
く
ら
い
完

成
し
た
舟
が
あ
り
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
海

岸
で
見
る
船
と
違
っ
て
底
板
も
横
板
も

真
っ
白
な
木
の
舟
で
し
た
。

こ
の
工
場
は
、
昭
和
三
十
年
代
半
ば

に
は
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。
後
継
者
が
い

な
い
こ
と
や
前
の
海
で
小
型
の
船
を

使
っ
て
の
ア
サ
リ
漁
な
ど
が
で
き
な
く

な
っ
た
こ
と
が
理
由
で
は
な
い
か
と
地

元
の
人
は
い
い
ま
す
。

海
浜
別
荘
・
佐
久
間
邸

見
附
町
と
東
町
（
深
江
南
町
二
丁
目
）
の
境
の
道
の
東
町
側
に
堤
防
沿
い
の
道

に
隣
接
し
て
「
佐
久
間
さ
ん
の
別
荘
」
と
近
所
の
人
が
呼
ん
だ
屋
敷
⑬
が
あ
り
ま

し
た
。
東
町
の
こ
の
付
近
の
土
地
は
、
西
の
磯
島
、
見
附
町
か
ら
比
べ
れ
ば
海
岸
沿
い

で
は
一
番
標
高
の
高
い
土
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。
磯
島
の
逸
見
邸
が
堤
防
か
ら
見

れ
ば
二
階
が
ち
ょ
う
ど
堤
防
沿
い
の
道
路
面
の
高
さ
く
ら
い
で
す
が
、
こ
の
佐
久

間
邸
は
ほ
ぼ
道
路
の
レ
ベ
ル
の
地
盤
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

敷
地
は
正
方
形
で
約
三
○
○
坪
。
そ
の
敷
地
を
赤
レ
ン
ガ
積
み
の
上
に
粗
砂
の

モ
ル
タ
ル
仕
上
げ
の
高
さ
二
勝
ば
か
り
の
塀
が
取
巻
い
て
い
ま
す
。
門
は
西
向
き

で
見
附
町
に
面
し
て
い
ま
す
。
御
影
石
つ
く
り
の
三
段
ば
か
り
の
階
段
を
上
っ
た

と
こ
ろ
に
、
黒
い
瓦
の
乗
っ
た
屋
根
付
の
格
子
戸
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
門
を
く

ぐ
れ
ば
引
き
戸
の
玄
関
が
あ
り
ま
す
。

敷
地
の
中
に
は
全
体
か
ら
見
れ
ば
か
な
り
北
に
寄
せ
て
、
ほ
ぼ
総
二
階
建
て
の

木
造
二
階
建
て
が
二
棟
あ
り
ま
し
た
。
二
棟
は
西
棟
が
普
段
の
生
活
用
の
建
物
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
西
棟
に
並
行
し
て
東
に
や
は
り
総
二
階

の
建
物
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
建
物
に
は
二
間
（
三
・
五
脚
）
ほ
ど
間
隔
が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
建
物
は
一
階
、
二
階
と
も
渡
り
廊
下
で
繋
が
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
建
物
の
特
徴
は
、
南
、
海
に
面
し
て
全
面
開
口
部
と
な
っ
て
特
に
二
階

か
ら
は
大
阪
湾
が
一
望
で
き
る
も
の
で
し
た
。

敷
地
に
は
、
多
く
の
松
が
あ
り
ま
し
た
。
敷
地
の
周
り
を
取
り
囲
む
塀
の
南
に

は
、
幅
一
勝
ば
か
り
の
木
戸
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
敷
地
か
ら
こ
の
木
戸
を
抜

け
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
砂
浜
、
波
打
ち
際
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
堤

防
が
出
来
て
か
ら
は
、
木
戸
を
開
く
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
敷
地
を
取
り
巻
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く
モ
ル
タ
ル
の
塀
は
、
そ
の
先
お
よ
そ
五
○
腕
ば
か
り
に
あ
る
波
打
ち
際
か
ら
の

荒
波
や
、
台
風
時
の
高
潮
か
ら
も
守
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

当
時
の
近
隣
の
家
で
二
階
建
て
は
め
ず
ら
し
く
、
塀
に
囲
ま
れ
た
敷
地
な
ど
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
御
用
聞
き
の
人
以
外
に
塀
の
中
を
見
る
事
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
す
。
門
を
く
ぐ
っ
て
敷
地
の
中
に
い
る
と
近
隣
の
人
の
生

活
音
よ
り
も
、
屋
敷
を
取
り
巻
く
松
の
林
を
抜
け
る
風
の
音
の
ほ
う
が
よ
く
聞
こ

え
る
少
く
ら
い
で
し
た
。

大
正
時
代
か
ら
深
江
の
浜
に
多
く
あ
っ
た
海
浜
別
荘
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
昭
和
二
十
年
代
後
半
に
は
海
岸
沿
い
に
は
い
く
つ
か
の
洋
館
は
あ
り
ま
し
た

が
佐
久
間
邸
の
よ
う
な
和
風
の
別
荘
は
こ
こ
だ
け
で
し
た
。

こ
の
屋
敷
の
佐
久
間
さ
ん
は
、
航
空
将
校
で
戦
時
中
に
事
故
か
戦
闘
か
不
明
で

す
が
、
目
に
傷
を
負
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
い
つ
も
濃
い
目
の
緑
色
の
眼
鏡
を

か
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
（
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
佐
久
間
さ
ん
の
従
兄
で
、
鎌
倉

市
に
お
住
ま
い
の
宇
佐
美
行
雄
さ
ん
に
聞
き
取
り
ま
し
た
。
娘
さ
ん
が
宇
佐
美
悦

子
さ
ん
と
い
い
筆
者
と
同
級
生
で
し
た
）
。
こ
の
佐
久
間
邸
は
昭
和
三
十
年
代
に

な
っ
て
ま
も
な
く
、
あ
る
宗
教
団
体
の
所
有
を
経
て
昭
和
五
十
七
年
に
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
で
聞
き
取
り
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
は
、
松
葉
力
、
野
田
正
雄
、

谷
岡
尚
武
の
各
氏
で
す
。

◇

本
稿
は
、
深
江
塾
で
森
口
が
聞
き
取
り
を
も
と
に
報
告
、
飯
田
一
夫
・
松
下
芳

子
・
三
枝
照
於
・
津
田
雅
敏
・
増
田
行
雄
・
植
田
延
生
の
メ
ン
バ
ー
と
内
容
を
確

認
し
、
成
文
化
し
た
も
の
を
、
大
国
正
美
が
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

史
料
館
で
は
、
情
報
発
信
の
シ
ー
ル
と
し
て
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
と
ブ
ロ
グ
を
運
営

し
て
い
る
。
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
と
ブ
ロ
グ
ヘ
の
ア
ク
セ
ス
状
況
を
報
告
す
る
。

二
○
一
四
年
二
月
四
日
時
点
で
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
へ
の
訪
問
数
（
ユ
ー
ザ
ー
が
開

始
し
た
ユ
ニ
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
数
）
が
、
サ
イ
ト
運
営
開
始
時
か
ら
の
累
積
が

一
万
三
二
二
四
訪
問
で
あ
っ
た
。
昨
年
の
二
○
一
三
年
三
月
一
日
か
ら
の
差
分
が

二
八
七
九
訪
問
で
一
日
あ
た
り
が
八
・
五
ア
ク
セ
ス
で
前
年
比
で
は
六
％
増
と
な
っ

た
。
ブ
ロ
グ
は
サ
イ
ト
運
営
開
始
時
か
ら
の
累
積
訪
問
数
が
二
万
五
九
五
○
訪
問

で
あ
っ
た
。
昨
年
の
二
○
一
三
年
三
月
一
日
か
ら
の
差
分
が
七
六
一
六
訪
問
で
一

日
あ
た
り
が
二
二
・
四
ア
ク
セ
ス
で
前
年
比
で
は
一
二
％
減
と
な
っ
た
。

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
は
一
日
あ
た
り
の
訪
問
数
が
微
増
し
て
い
る
も
の
の
大
き
な

増
加
は
み
ら
れ
な
い
。
基
本
的
に
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
コ
ン
テ
ン
ッ
は
前
年
か
ら
増

え
て
い
な
い
た
め
、
前
年
と
同
水
準
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ブ
ロ
グ
で
は
前

年
比
で
二
一
％
減
と
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。
一
昨
年
度
か
ら
始
め
た
過
去
の
史

料
館
だ
よ
り
を
紹
介
す
る
「
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
史
料
館
だ
よ
り
」
の
更
新
ぺ
ｌ
ス
が

鈍
化
し
た
た
め
、
新
た
な
ア
ク
セ
ス
を
呼
び
込
ま
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

昨
年
よ
り
「
史
料
館
だ
よ
り
」
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
を
号
毎
に
集
計
し
て
お
り
、

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
が
累
計
四
九
一
件
と
な
っ
た
。
「
史
料
館
だ
よ
り
」
を
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
閲
覧
で
き
る
環
境
提
供
に
寄
与
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

二
○
一
四
年
度
も
時
代
に
合
わ
せ
た
情
報
発
信
を
考
え
、
継
続
的
な
改
善
に
取

り
組
み
た
い
。

史
料
館
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
施
策

～
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
ァ
ク
セ
ス
状
況
～

史
料
館
研
究
員

丙
四

で芽
I可

田

祐

一
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神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
は
、
一
九
八
一
年
（
昭
和
五
十
六
）
二
月
二
十
一

日
に
、
「
神
戸
・
深
江
会
館
生
活
文
化
史
料
室
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
、
二
年
後
の

一
九
八
三
年
（
昭
和
五
十
八
）
十
月
三
十
日
、
施
設
を
拡
張
し
て
オ
ー
プ
ン
し
、

名
称
も
現
在
の
「
神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
」
と
改
称
し
た
。
こ
の
拡
張
・
改

称
か
ら
二
○
一
三
年
（
平
成
二
十
五
）
で
、
ち
ょ
う
ど
三
十
年
の
節
目
を
迎
え
る

た
め
、
同
年
十
二
月
二
十
二
日
、
深
江
会
館
二
階
で
祝
賀
会
が
開
か
れ
た
。
ま
た

こ
の
日
、
秋
の
叙
勲
で
瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
さ
れ
た
、
史
料
館
第
二
代
館
長
で
名

誉
館
長
の
杉
浦
昭
典
・
神
戸
商
船
大
学
名
誉
教
授
の
受
章
祝
賀
会
も
あ
わ
せ
て
行
っ

た
。
も
と
の
史
料
室
が
開
設
一
年
あ
ま
り
で
、
拡
張
し
た
の
は
、
収
蔵
資
料
の
急
激

な
増
加
や
、
小
学
校
の
団
体
見
学
な
ど
に
よ
る
来
館
者
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ

史
料
館
拡
張
訓
周
年
と

杉
浦
昭
典
名
誉
館
長
の
瑞
宝
中
綬
章
受
章
祝
賀
会

旧－－－‐‐．． 田・◆
も

杉浦名誉館長
史
料
館
副
館
長
道
谷
卓

る
。
こ
の
拡
張
で
、
史
料
館
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
の

も
と
の
史
料
室
の
建
物
を
逆
Ｌ
字

形
に
増
設
、
結
果
、
灘
の
酒
蔵
イ

メ
ー
ジ
し
た
三
階
建
て
の
現
在
の

建
物
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

さ
て
、
祝
賀
会
当
日
は
、
史
料

館
に
関
係
の
深
い
方
や
杉
浦
先
生

に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
な
ど
五
十
名
を
超
す
出
席
者
が
集
ま
っ
て
、
拡
張
三
十
年
と

受
章
を
祝
っ
た
。
会
は
、
午
後
一
時
、
道
谷
卓
副
館
長
の
司
会
に
よ
り
ス
タ
ー
ト
、

最
初
に
大
国
正
美
館
長
が
開
会
の
あ
い
さ
つ
と
し
て
、
拡
張
三
十
年
の
経
緯
と
杉

浦
先
生
へ
の
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
設
置
者
を
代
表
し
深
江
財
産
区
の
岡
田
尭

至
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
。
続
い
て
、
来
賓
と
し
て
神
戸
市
東
灘
区
の
石
神
晋
一

副
区
長
が
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
。

次
に
、
杉
浦
名
誉
館
長
の
受
賞
を
お
祝
い
す
る
セ
レ
モ
ニ
ー
へ
と
移
り
、
は
じ

め
に
、
元
財
産
区
管
理
会
長
・
太
田
垣
正
雄
氏
の
ご
子
息
で
あ
る
太
田
垣
尚
士
氏

隅
幽
剥

&

蕊蝿
砲

林祐司海事科学部長（右）と杉浦名誉館長

か
ら
お
祝
い
を
杉
浦

先
生
に
贈
呈
し
、
次

に
、
先
生
の
教
え
子

で
も
あ
る
神
戸
大
学

海
事
科
学
部
長
の
林

祐
司
教
授
が
祝
辞
を

述
べ
た
。
最
後
に
、

杉
浦
先
生
が
出
席
し

た
み
な
さ
ん
へ
謝
辞

を
述
べ
ら
れ
た
。
な

お
、
会
場
に
は
先
生

が
受
章
さ
れ
た
勲
章

と
賞
状
が
飾
ら
れ
、

多
く
の
出
席
者
が
普

段
は
見
る
こ
と
の
な

い
こ
れ
ら
を
間
近
に

眺
め
て
い
た
。
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友
の
会
の
小
嶋
元
会
長
（
右
）
と
寺
岡
さ

ん
、
手
島
さ
ん
（
手
前
）

や
小
学
校
団
体
見
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
に
も
今
後
の
抱
負
を

語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

宴
も
た
け
な
わ
、
終
了
予
定
時
刻

が
近
づ
き
、
最
後
に
道
谷
副
館
長
が

終
わ
り
の
言
葉
を
述
べ
、
無
事
、
祝

賀
会
は
終
了
し
た
。

深
江
連
合
自
治
会
の
鹿
瀬
隆
作
会
長
の
音
頭
で
乾
杯
、
し
ば
し
歓
談
と
な
り
、

会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
た
。
歓
談
の
途
中
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
大
日
霊
女
神
社
奉
賛
会
の
よ
る
「
深
江
だ
ん
じ
り
ぱ
や
し
」
が
披
露
さ
れ
、

会
場
は
太
鼓
と
鐘
の
音
が
鳴
り
響
き
、
だ
ん
じ
り
の
ま
つ
り
が
再
現
さ
れ
た
よ
う

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
歓
談
中
に
は
、
震
災
の
影
響
で
解
散
し
た
史
料
館
の
後
援

組
織
・
友
の
会
の
小
嶋
悦
廊
会
長
と
会
員
番
号
一
番
の
手
島
司
氏
、
友
の
会
幹
事

の
寺
岡
一
夫
氏
の
三
人
に
登
壇
い
た
だ
き
、
友
の
会
の
感
想
を
お
話
し
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
今
の
史
料
館
活
動
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
地
元
の
深
江
塾
メ
ン
バ
ー

三
ヨ

二一一－■一一一
一
一

史料館活動を支える地元の方々

｢示

ド 二
○
一
三
年
の
ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
で
は
六
月
九
日
、
十
日
の
二
日
間
、
本

庄
中
学
校
の
二
年
生
を
受
け
入
れ
た
。
今
回
は
、
曽
根
田
青
輝
さ
ん
と
桑
島
晃
輝

さ
ん
の
二
人
が
参
加
し
た
。
曽
根
田
さ
ん
は
、
卓
球
部
に
所
属
し
、
将
来
の
夢
は
、

世
界
旅
行
と
ゲ
ー
ム
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
で
、
今
は
、
ゲ
ー
ム
や
、
小
説
や
漫

画
を
読
む
の
が
趣
味
だ
そ
う
だ
。
桑
島
さ
ん
も
同
じ
く
卓
球
部
所
属
で
、
後
輩
に

基
本
を
教
え
る
良
き
先
輩
と
し
て
、
練
習
や
試
合
に
挑
ん
で
い
る
。
特
技
は
、
幼

稚
園
の
頃
か
ら
習
っ
て
い
る
空
手
で
あ
る
。
二
人
と
も
初
日
に
、
博
物
館
施
設
の

孟蕊
B1i

ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
と
史
料
館

震

ｌ
本
庄
中
学
校
の
生
徒
を
受
け
入
れ
て
Ｉ

一

ご

L

桑島晃輝さん 曽根田青陣さん

。
二
人
と
も
初
日
に
、
博
物
館
施
設
の

仕
事
の
内
容
を
よ
く
理
解
し
て
取
り
組

み
た
い
と
意
欲
的
な
抱
負
を
語
っ
て
く

れ
た
。一
日
目
午
前
中
は
、
史
料
館
内
の
展

示
資
料
を
み
て
、
資
料
の
種
類
や
使
用

方
法
を
理
解
し
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
用
い
て
民
俗
資
料
の
整
理
の
基

礎
に
つ
い
て
学
習
し
て
も
ら
っ
た
。
午

後
か
ら
は
、
展
示
の
体
験
を
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
っ
た
。
史
料
館
に
は
、
季

節
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
の
で
、
そ

れ
ま
で
展
示
し
て
あ
っ
た
五
月
人
形
の

史
料
館
研
究
員
水
口
千

→

里

－18－



2014.3.31生活文化史第42号

後
、
手
回
し
の
カ
キ
氷
機
、
氷
嚢
、
虫
取
り
篭
、
夏
用
飯
植
な
ど
収
蔵
資
料
か
ら

好
き
な
も
の
を
選
ん
で
、
自
由
な
発
想
で
展
示
し
、
一
《
人
の
「
夏
の
風
物
詩
」
を

作
っ
た
。

二
日
目
は
前
日
の
感
想
を
話
し
合
っ
た
後
、
考
古
資
料
の
土
器
洗
い
と
拓
本
の

作
成
を
し
て
も
ら
っ
た
。

本
庄
中
学
校
で
は
、
今
年
度
、
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
の
体
験
作
文
集
を
文

庫
サ
イ
ズ
で
刊
行
し
た
（
文
集
「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
二
○
一
三
」
神
戸

市
立
本
庄
中
学
校
発
行
）
。
生
徒
の
体
験
が
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ

て
お
り
、
編
集
を
担
当
さ
れ
た
先
生
方
の
ご
苦
労
が
し
の
ば
れ
る
内
容
だ
。

そ
の
中
か
ら
、
二
日
間
の
体
験
を
終
え
た
、
二
人
の
感
想
文
の
一
部
を
こ
こ
で

紹
介
し
た
い
。

季節展示の模様替え

片
付
け
か
ら
始
め

た
。
史
料
館
の
五

月
人
形
は
か
な
り

老
朽
化
し
て
い
る

の
で
二
人
と
も
か

な
り
気
を
使
っ
て

細
心
に
取
り
扱
っ

て
く
れ
た
。
季
節

展
示
の
テ
ー
マ
は

「
夏
の
風
物
詩
」

で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
二
人
に
完
全

に
任
せ
て
、
話
し

合
っ
て
も
ら
っ
た

桑
島
さ
ん
「
夏
の
風
物
詩
と
い
う
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
、
展
示
す
る
仕
事
や
土

器
洗
い
や
、
展
示
さ
れ
た
展
示
物
を
片
付
け
る
仕
事
を
し
ま
し
た
。
（
中
略
）
本
物

の
土
器
を
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
で
触
れ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
楽
し
か
っ
た

で
す
。
」

曽
根
田
さ
ん
「
展
示
と
い
う
の
は
、
僕
は
や
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
す

ご
く
新
鮮
な
気
持
ち
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
後
に
し
た
土
器
洗
い
や
拓
本
も

同
じ
気
持
ち
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
新
鮮
な
気
持
ち
で
や
る
と
、
ど
ん
な
仕
事
で

土器洗いが楽しかった

も
楽
し
ん
で
す
る

こ
と
が
で
き
る
ん

だ
な
と
思
い
ま
し

た
」
二
人
と
も
、
学

校
生
活
で
は
学
ぶ

こ
と
の
で
き
な
い

こ
と
を
、
ト
ラ
イ

や
る
・
ウ
ィ
ー
ク

で
は
味
わ
え
る
と

い
う
実
感
が
あ
っ

た
よ
う
で
、
担
当

し
た
我
々
研
究
員

も
嬉
し
い
限
り
で

あ
る
。
二
人
の
こ

れ
か
ら
の
活
躍
を

館
員
一
同
願
っ
て

い
る
。
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二
○
一
三
年
四
月
～
一
四
年
三
月

八
二
○
一
三
年
Ｖ

５
月
鴫
日
神
戸
婦
人
大
学
荒
岡
グ
ル
ー
プ
（
見
学
者
一
○
名
）

６
月
６
日
／
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
・
本
庄
中
学
校
二
年
生
二
名
を
受
け
入
れ

７
日
二
日
間
史
料
館
業
務
の
体
験

７
月
岨
日
東
灘
区
役
所
職
員
研
修
（
見
学
者
二
二
名
）

叩
月
必
日
甲
南
大
学
文
学
部
（
見
学
者
四
名
）

加
月
Ⅳ
日
西
灘
小
学
校
三
年
生
（
見
学
者
八
六
名
）

岨
月
肥
日
六
甲
小
学
校
三
年
生
（
見
学
者
六
○
名
）

如
月
四
日
て
く
て
く
東
灘
（
東
灘
区
役
所
主
催
）
（
見
学
者
四
○
名
）

加
月
訓
日
本
山
第
二
小
学
校
三
年
生
（
見
学
者
一
九
二
名
）

ｎ
月
肌
日
八
多
小
学
校
三
年
生
（
見
学
者
二
四
名
）

ｎ
月
肥
日
大
手
前
大
学
（
見
学
者
二
四
名
）

岨
月
犯
日
神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
拡
張
帥
周
年

杉
浦
昭
典
名
誉
館
長
瑞
宝
中
綬
章
受
章
祝
賀
会
（
参
加
者
五
三
名
）

八
二
○
一
四
年
Ｖ

１
月
肥
日
本
山
第
一
小
学
校
三
年
生
（
見
学
者
一
三
二
名
）

１
月
別
日
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
小
学
校
三
年
生
（
見
学
者
六
九
名
）

１
月
瓢
日
福
池
小
学
校
三
年
生
（
見
学
者
一
三
二
名
）

１
月
羽
日
本
山
第
三
小
学
校
三
年
生
（
見
学
者
一
二
二
名
）

１
月
”
日
御
影
小
学
校
三
年
生
（
見
学
者
二
五
名
）

１
月
邪
日
灘
小
学
校
三
年
生
（
見
学
者
五
二
名
）

１
月
訓
日
中
央
小
学
校
三
年
生
（
見
学
者
九
五
名
）

１
月
瓢
日
稗
田
小
学
校
三
年
生
（
見
学
者
八
二
名
）

２
月
４
日
東
灘
小
学
校
三
年
生
（
見
学
者
一
八
五
名
）

史
料
館
日
誌
抄

‘

史
料
館
副
館
長
道
谷
卓

園
園
図
園

戦
前
の
深
江
の
貴
重
な
写
真
を
寄
贈
い
た
だ
き
、
今
回
関
連
調
査
が
で
き
た
酒

蔵
の
報
告
を
し
ま
し
た
。
古
い
写
真
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
提
供
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
昭
和
の
忘
れ
ら
れ
た
深
江
浜
の
景
観
の
聞
き
取
り
や
子
ど
も
の
遊
び

を
調
査
し
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

生
島
早
緒
理
・
岡
田
尭
至
・
岡
本
朋
子
・
北
道
啓
子
・
高
井
昭
十
三
・
但
馬
孝
太

郎
・
辻
淳
喜
・
筒
井
基
二
・
戸
田
紀
久
子
・
橋
口
慶
子
・
浜
本
英
夫
・
福
田
憲
子
・

山
口
咲
子
（
藤
川
祐
作
記
）

3222222

月月月月月月月
525181714106
日日日日日日日

発編 資
料
寄
贈
者
ご
芳
名
（
敬
称
略
二
○
三
年
胃
）
～
西
年
言

『
生
活
文
化
史
』
第
哩
号
２
０
１
４
．
３
．
訓

集
／
大
国
正
美

行
／
神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館

〒
齢
咽
神
戸
市
東
灘
区
深
江
本
町
３
１
５
１
７

窓
０
７
８
１
４
５
３
‐
４
９
８
０
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

耳
胃
ど
き
ョ
８
８
烏
・
尋
芝
．
８
ョ
津
二
奇
？
ョ
房
の
三
ミ

本
山
南
小
学
校
三
年
生

向
洋
小
学
校
三
年
生

福
住
小
学
校
三
年
生

摩
耶
小
学
校
三
年
生

本
庄
小
学
校
三
年
生

本
庄
小
学
校
三
年
生

高
羽
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
小
学
校
三
年
生

（
見
学
者

（
見
学
者

（
見
学
者

（
見
学
者

（
見
学
者

（
見
学
者

（
見
学
者

三七五八八八
九七五七三十九
名名名名名名名
一レンンンゼ耳

-20-

－


